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一

九

八

五

年
九

月

＝
二

日
、

第
七

次

駒
沢
大
学

訪
中
団
に

参
加
し

た

筆
者
は
、

浙
江

省
に

お

け
る

仏
蹟
参
観
の

旅
の

し
め

く
く
り

と

し

て
、

杭
州
市
郊
外
の

寺
院
を

参
観
し

て

い

た
。

訪
中
団
の

メ

イ
ン

グ

ル

ー

プ

と

は

別
行
動
を
と
っ

て
、

梵
村
の

雲
棲
山

、

天
竺

路
の

三

天
竺

を

駆
け

歩
い

た

の

で

あ
る

。

　
思
い

起
す
と

、

第
二

次
の

同
団
が

霊

隠

寺
を
訪
問
し

た

折
、

未
開
放

の

三

天
竺

寺
の

所
在
を

求
め

て
、

駒
沢

大

学
石
井

修
道
氏

御
夫

妻
と

三

人
で

天
竺

路
を

駆
け

、

下
天
竺
・

中
天

竺
の

二

寺
を

、

文
字
通
り

外
壁

か

ら

探
訪
し

た
。

時
間
の

関
係
も
あ
っ

て

上
天
竺

寺
の

参
観
は

断
念
せ

ざ

る

を

え
な

か
っ

た

無
念
さ
は

、

し

ば

ら

く
残
っ

た
。

第
七

次
の

際
の

上

天
竺

寺
行
は

、

そ
の

続
き
の

行
動
と

も

言
え
る

。

第
二

次
の

時
と

は

異
な

り
、

タ

ク

シ

ー

を

駆
っ

て

の

探
訪
で

あ
る

。

便
利
さ
は

距
離
観
の

欠
除
へ

も
連
動
す
る

。

と

も
か

く
、

霊
隠

寺
山
門
の

左

側
を
天
竺
路
へ

駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
第
十
九
號
　
昭
和
六

十
三

年
十
月

入
れ

ぽ
、

な
だ

ら
か

な

登
り
の

道
を

車
で

約
一

〇
分、

天

竺

路
の

行
き

止
り
に

上
天

竺
寺
が

あ

る
。

　
霊

隠

寺
の

喧
躁
か

ら

す
れ
ば

、

静
寂
の

中
の

上

天
竺

寺
は

、

こ

の

時

点
で

ま
だ

天
王

殿
・

観
音
殿
（

大

雄
殿
）

の

修
復
は

そ
の

途

中

で

あ
っ

た
。

後
大
殿
や
白
雲
堂
は

す
で

に

失

わ

れ
て

い

た
よ

う

に

記
憶
し
て

い

る
。

工

事
中
の

境
内
は

瓦

礫
の

山
で

あ
っ

た

が
、

そ

れ
で

も
四
五

歳
の

光
隆
法
師
は

、

突
然
の

闖
入

者
で

あ
る

我
々

に

さ
ま

ざ
ま

な

説
明
を
し

て

く

れ

た
。

　

今
か

ら

考
え

る

と
、

も
っ

と

十
分
に

調
査
し

て

く
れ
ぽ

と

思
う
こ

と

が

少
な

く
な
い

。

そ

れ
は

私
達
が

、

南
宋
代
の

仏
教
を

考
え
る

上
で

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

1
）

極
め

て

重
要
な
位

置
を

、

上

天

竺

寺
は

占

め

る
か

ら
で

あ
る

。

　

筆
者

は
、

そ

れ

ら
自
ら
の

不

勉
強
へ

の

悔
恨
と

、

上

天

竺

寺
を

再

再

訪
す

る

機
会
を

念
頭
に

置
き
つ

つ
、

こ

の

小
論
を

認

め

て

い

る
。

勿

論
、

そ

れ
が

、

南
宋
代
の

仏
教
界
の

動
向

を

考
証
す
る

上
で

の
一

助
に

な
れ

ぽ

と
い

う

前
提
が

あ
る

こ

と
は

言
う

を

俟
た

な
い

。

二

〇
九



Komazawa University

NII-Electronic Library Service

Kom 三1z 三1w 三1　 Umversrty

南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

　
と
こ

ろ

で

筆
者
は

、

こ

の

小
論
以

前
に

、

「

南
宋
・

臨
安
府

、

明

慶

寺
考
」

と

題
す
る
一

文
を

草
し

た
こ

と

が

あ
る
（

〔

桜

井
秀
雄
博
士

古
稀
記

念
論
文
集
・

仏

教
文
化
の

諸

相
〕

）

。

資
料
的
に

は
、

南
宋
の
一

時
期

、

臨

安
を
代
表
し

た

と

推
察
し

う

る

明

慶

寺
に

つ

い

て
、

そ
の

位
置
や

機
能

に

つ

い

て

考
え
た

も
の

で

あ
る

。

こ

の

小
論
は

先
の

論
文
の

範
囲

を
大

綱
に

お

い

て

踏
襲
し

た

も
の

で

あ
る

こ

と

は
、

両

者
を
一

読
す
れ
ぽ

自

明
で

あ
る

。

そ
の

点
に

筆
者
は

忸
怩
た

る

憶
い

を

禁
じ

え

な
い

の

で

あ

る
。

そ
れ

で

も
、

あ
え
て

筆
を
と
っ

た
の

は
、

先
の

論
文
が

紙
数
の

制

約
も
あ
っ

て

十
分
に

意
を

尽
せ

な

か
っ

た

と

同
時
に

、

南
宋
仏
教

界
の

動
向
を

み

る

上

で
、

上

天

竺

寺

1
↓

法
慧
寺

↓
明

慶
寺
と
い

う

位
置

付
け
を

、

よ

り

十
分
に

確
認
を
し

て

お

く
必

要
が

あ
る

と

思
う

か

ら
で

あ
る

。

　

端
的
に

言

う

な

ら
、

右
の

三

ケ

寺
は

自
ら

も
そ

う

信
じ

、

国
家
か

ら

も
そ

う

期
待
さ

れ
た

あ
る

役

割
を

荷
っ

た

の

で

あ
る

。

そ

れ
は
一

面
で

は

国
家
仏
教
の

世

界
と

言
っ

て

も
よ

い
。

国

家
と

仏
教
の

関
係
に

つ

い

て

は

夙
に

そ
の

問
題
の

提

起
を

な
し

た
。

要
す
る
に

そ

れ
は

中
国
仏
教

が

固

有
に

有
す
る

二

律
相
い

反
す
る
テ

ー

ゼ

で

あ
る

。

あ

る

意
味
か

ら

す
る

な

ら
、

そ
の

テ

ー

ゼ

を

ど
の

よ

う
に

超
克
す
る

か

が

中
国
仏
教
の

課
題
と

な

る
。

禅
の

場
合
も
事
情
は

同
じ
い

。

唐
末
よ

り

五

代
、

そ
し

て

宋
代
へ

と
政
治
体
制
が

変
る

中
で

、

禅
宗
教
団
は

、

教
団
と
し

て

の

ま

と

ま

り

を
み

せ

は

じ
め

る
。

そ

れ
は

そ
の

ま

ま

現
実
と
い

か

に

対
応

し

て

い

く
か

と
い

う

課
題
を

包
含
す
る

。

一

二

〇

　
と
こ

ろ
で

国
家
と
の

結
び

つ

き
と
い

う
点
か

ら

す
る
な

ら
、

北
宋

代

す
で

に
、

そ
の

象
徴
的
な

存
在
と

し
て

開
封
大

相
国

寺

の

存
在

が

あ

る
。

　
既
論
で

も

記
し

た

よ
う
に

、

大
相
国
寺
の

果
し

た

機
能
に

つ

い

て

は
、

熊
伯
履
〔

相
国
寺
考
〕

（

中

州
古
籍
出
版
社
）

が

あ
っ

て
、

天
子

の

側
と

し
て

　
1
　

上

元

観
灯
な
ど
に

お

け
る

天

子
の

行
幸

。

　
2
　
巡
幸

。

　
3
　
祈
雨

な
ど
の

祈
報
を

た
の

む
。

　
4
　
祖
先

な

ど
へ

の

感
謝
を

捧
げ
る

。

が

分
類
列
挙

さ

れ
、

ま
た

臣
下
に

よ

る

も
の

と

し

て
、

　
5
　

君
子
の

誕
生
日
を

祝
う

。

　
6
　
君
子
の

病
の

回

復
を

祈
る

。

　
7
　
君
子
の

忌
日

に

行
香

す
る

。

が
挙
げ
ら

れ
て

い

る
。

さ

ら
に

　
8121110 　9

な

ど
一

二

項

目
が

指
摘
さ

れ
て

い

る

（

同
書、

　
当
面
の

課
題
と

し

て

は
、

群
臣
が

宴
を

催
す

。

重
臣
の

た

め

の

追
善
が

営
ま

れ
る

。

外
国
の

使
節
が
来
訪
す
る

。

進
士
と

な
っ

た

者
が

、

そ
の

名
を
掲
げ
た

。

官
吏
に

よ

る

簡
閲
が

行
わ

れ
た

こ

と

も

あ
る

。

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

勹
．

δ
）

。

　
　

　

　

　

　

　
　
右
の

相
国
寺
の

機
能
が

、

南
宋
遷

都
の

結

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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果
ど

う
な
っ

た

の

か

と

い

う

点
に

尽
き
る

。

遷
都
と

と

も
に

南
へ

移
住

し

た

人
々

が
、

名
実
と

も
に

北
宋
代
の

文
化
を

継

続
せ

し

め

よ

う
と
し

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
2

）

た
こ

と
は

容
易
に

推
測
し

う

る
。

仏
教

界
の

場
合
も
事
情
は

同
じ

で

な

か
っ

た
か

。

こ

の

推
測
に

さ
ほ

ど
の

誤
り
が

な
い

と

思
わ

れ

る
の

は

後

述
す
る

と
お

り

で

あ
る

が
、

と

り

あ
え

ず
、

上

天

竺
寺
か

ら
そ
の

問
題

を
考
え
て

み

よ

う
。

　
　
　

　
　
　

二

　

ま
ず

、

は

じ

め

に

上

天
竺

寺
の

歴
史
を

み
て

お

く
必

要
が

あ

る
。

そ

の

た
め

に

は
、

近
年
刊
行
さ

れ

た

〔

中

国
仏
寺
志
彙
刊
〕

所
収
の

〔

杭

州
上

天

竺

講
寺
志
〕

が

簡
便
で

あ
る

。

特
に

此

書
が

〔

彙
刊
〕

に

編
入

さ

れ
た

際
に

、

編
者
が
付
し

た

紹
介
の
一

文
が

、

上

天
竺

寺
の

歴

史
を

知
る

上

で

都
合
が
い

い
。

と

り

あ
え

ず
、

そ
れ
に

よ

ろ
う

。

　

上

天
竺
講

寺
は

、

浙
江
杭
州
の

西

湖
、

天
竺

山
に

位
す

。

天
竺
は、

分
れ
て

　

上

中
下
の

三

山
に

分
る

。

上

天
竺

山
は

武

林
の

群
山
の

中
に

位
し、

仏
教
の

　

勝
地
た
り

。

上
天
竺

講
寺
は

、

肇
め

後
晋
の

天

福
四

年
に

建
つ
。

時
に

僧
道

　

翊、

奇
木
を

得
て
、

大
士
の

像
を

刻
み、

僧
勲

、

古
仏
の

舎
利
を

持
し
て、

　

之
を
頂
間
に

納
む

。

呉
越
の

忠
懿

王
、

地
に

即
い

て

天
竺

看
経
院
を

建
て、

　

宋
の

嘉
祐
中、

霊

感
観
音
院
と

改
む

。

靖
康
の

初
め

、

金
の

難
に

属
し、

僧

　

道
元、

聖
仏
を

井
に

秘
す

。

兵、

退
き
て

、

像
を
院
の

中
に

帰
し

、

理

宗
、

　

広
大

霊
感
観
音

教
寺
と

書
す。

元
の

至

元
五

年
、

天
竺

教
寺
と

改
む。

明
の

　

成

化
の

間
、

重
修
す

。

清
の

康
熙
五

年、

燬
る

る
に

よ

っ

て

重
建
す。

三

十

　

八

年
、

聖
祖、

南
巡
し

て

法
雨
慈
雲
の

區
額
を

書
し

、

天

竺
寺
碑
文
を
賜
撰

　
　
　
南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面

（

永
井
）

　

す
。

乾
隆
十
六

年
、

法
喜
寺
の

區
額
を

御
題
し、

故
に

俗
に

称
し

て

法
喜
寺

　

と
な

す
。

威
豊
十
一

年、

寺
、

兵
に

燬
か

れ
、

同
治
三

年
、

寺
、

旧

観
に

復

　

す
、

云
々
。

　

寺
史
の

梗
概
は

右
で

十
分
で

あ
ろ

う
。

こ

こ

で

は

通
例

言
わ

れ

る

よ

う
に

上

天
竺

寺
が

教
寺
五

山
の

第
一

と
し

て

位
置
し

た
こ

と
に

は

触
れ

ら

れ
て

い

な
い

が
、

そ
の

点
に

つ

い

て

今
は

触
れ

な
い

。

そ
の

後
の

状

況
、

特
に

大
正

年
間
に

至
っ

て

の

そ

れ

は
、

常
盤

大
定
〔

中
国

文
化
史

蹟
〕

巻
四
に

述
べ

ら

れ
る

と
こ

ろ
が

参
考
と

な

る

（

同
書、

解
説、

上
、

蛸
・

8
）

。

ま

た

近
年
で

は

大
正

大
学

村
中
祐
生

氏

に

よ

る

紹
介

も

あ

る
。

　

と
は

言
え

、

そ

れ
だ

け
で

は
、

上

天
竺

寺
の

持
っ

た

具
体
的
な
イ

メ

ー

ジ

が

薄
い

。

す

な

わ

ち
、

〔

仏

祖
統
紀
〕

巻
四
七
は

、

紹
興
二

四

年

（

＝
五
四
）

の

こ

と

と
し
て

、

　

詔
し

て

上

天
竺
を

以
て

御
前
道

場
と
為
し

、

特
に

科
敷
等
の

事
を

免
ず

。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

目゚

お
ー
お
 

σ

）

と

記
し

、

さ

ら
に

乾
道
三

年
（

＝

六

七
）

の

時
、

宮
中
に

内
観
堂
が

設

け

ら

れ
る

や
、

そ

の

制
度
は

上

天
竺

寺
の

そ
れ
に

準
じ
た

も
の

で

あ
っ

た

と
い

う
（

6．
お
ー
畠
『

o
）

。

　

こ

れ
だ

け
か

ら

で

も
、

宋
代
に

お

け

る
上

天
竺

寺
と

帝
室
の

結
び
つ

き
の

深
さ
を

知
る
一

助
と

は

な

ろ
う

が
、

今
少
し

具

体
的
に

考
え
て

み

　
　
　
　

　
　
（

3）

る

こ

と
に

し

よ

う
。

　

ま

ず
、

〔

寺
志
〕

巻
一

〇
が

伝
え
る

上

天

竺

寺
に

所
属
す

る

寺
田
が

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
二

＝

N 工工
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南
宋
に

お

げ
る

仏
教
信
仰
の

一

側

面
（

永

井
）

南
宋

代
に

至
っ

て

飛
躍
的
に

増
大
す
る

こ

と

に

注
意
し
て

よ

い
。

す
な

わ

ち
、

〔

寺
志
〕

は
、

か
つ

て

上

天

竺

寺
は

多
数
の

寺
田
を

有
し

た

が
、

明
代
に

は

そ

の

百

分
の
一

も
残
っ

て

い

な
い

と

し
て

、

南
宋
代
に

お

け

る

寺
田
の

増
加
を

次
の

よ

う
に

伝
え

る
。

ω

　
紹
興
三

年
（

＝

三

三
）

、

高
宗
よ

り

平
江
府
の

荘
田
二

〇
頃
の

施

　
与
が

あ
っ

た
。

働
　
隆
興
二

年
（

一
一

六

四
）

、

孝
宗
は

各
地
に

あ
っ

た

上

天
竺

寺
寺
田

　
の

租
税
を

免
じ
た

。

 
　
淳
熙
一

一

年
（

二
八

四
）

、

孝
宗
は

秀
州
の

荘

田
一

〇
頃
を

施
与

　
し

た
。

國

　
慶
元
二

年
（

一

二

九
六
）

、

光
宗
は

各
地
に

あ
っ

た

上

天
竺

寺
の

田

　
地
山

林
の

租
税
を

免
じ

た
。

 

　
嘉
定
六

年
（

＝

二

三
）

、

光
宗
は

崇

徳
郷
の

荘
田
一

五

頃
を

施
与

　
し

た
。

圈

　
端
平
三

年
（

一

二

三

六
）

、

理

宗
は

銭

塘
県
な

ど
の

荘
田

等
四
五

頃

　
を

施

与
し

た
。

切

　
嘉
熙
二

年
（

一

二

三

八
）

、

理

宗
は

銭

塘
、

仁
和

、

富
陽

、

臨
安
の

　

各
県
よ

り
、

一

県
に

つ

き
→

五

頃
の

山
を

施
与

し

た
。

〈

合
計
で

六

　
〇
頃
と

な

る
〉

。

欟

　
淳
祐
三

年
（

＝
一
四

三
）

、

理

宗
は

華
亭
県
の

海
田
一

〇
頃
を

施

与

　
し

た
。

樹

　
宝

祐
三

年
（

一

二

五

三
）

、

理

宗
は

上

天

竺
寺
の

荘
田
の

租
税
を

免

二

一

二

　
じ
た

。

ω

　
景
定
三

年
（

一

二

六

四
）

、

理

宗
は

湖
州
府
各
県
の

荘
田
五

〇
頃
を

　
施
与
し

た
。

 
　
景
定
四
年
（

＝
一
六

三
）

、

上

天
竺
寺
に

木
籌
納
苗
が

詔
さ

れ

た
。

　

宰
臣
ら
に

よ

る

施
田
の

事
実
も

あ
る

。

ω

　
韓
荘
敏
公
は

、

平

江
府
の

荘
田

二

〇
頃
を

施
し

た
。

個

　
景
定
二

年
（

＝
一
六
一
）

、

賈
似
道
は

二

〇
〇
〇
畝
を
施
し

た
。

　
一

頃
は
一

〇
〇

畝
で

あ
る

。

こ

れ

ら

を

総
合
し
て

み

る
と

、

紹
興
三

年
以

後
、

ー
特
に

隆

興
二

年
以

後
は

上

天
竺

寺
が

御
前
道
場
と

な
っ

て

か

ら
で

あ
る

ー
上

天
竺
寺
は

、

荘
田

（

こ

こ

に

は

山
蕩
沙
地

も
含

ま

れ

る

が
）

と
し

て
一

八

〇
〇

〇
畝

、

山
林
六

〇
〇
〇
畝

、

海
田
一

〇

〇

〇
畝
を

領
し

た
こ

と

に

な
る

。

そ

れ

以
前
の

寺
有
地

も
加
え

れ
ば

数

は

も
っ

と

大
き

く

な
ろ

う
。

　
こ

の

数
字
は

、

〔

宝
慶
四

明

志
〕

巻

二
二

に

よ
る

阿
育
王

山

や

天
童

山
の

領
有
す
る

山

林
寺
田
の

数
を

圧

倒

す
る

。

し
か

も
こ

れ
ら
は

、

何

度
か

免
税
の

対
象
と

も

な
っ

た

の

で

あ
る

。

免
税
の

詔
は

、

当
該
の

年

に

限
定
さ

れ
た

可

能
性
が

強
い

が
、

そ
れ
で

も
一

年
免
税
さ

れ
れ
ば

、

寺
へ

の

恩
恵
は

大

き
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（

4
）

　
上

天
竺

寺
は

極
め

て

裕
福
な

寺
だ
っ

た

の

で

あ
る

。

　
い

ま
一

つ

忘
れ
て

な

ら

な
い

の

は
、

上

天
竺

寺
と

指
呼
の

間
に

あ
る

下
天
竺
寺
が
四

明
智
礼
の

住
し

た

延
慶
寺
と

と

も
に

、

所
謂
の

趙
宋
天

台
の

拠
点
で

あ
っ

た
こ

と
で

あ
ろ

う
。

先
達
の

成

果

を

踏

ま

え

る

な
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ら
、

大
中
祥
符
八

年
（

一

〇
一

五
）

、

杭
州
の

刺
史
薛
顔
の

請
に

よ
っ

て

下
天
竺

寺
に

入
っ

た

慈
雲
遵
式
は

、

没
す
る

ま
で

の
一

七

年
間
を
こ

こ

で

過
す

。

　

世
に

天
竺

懴
主
と

称
せ

ら

れ
る

の

は
、

遵
式
と

下
天
竺

寺
の

関
係
の

深
さ
を

知

ら
し

め

て

十
分
で

あ

る
。

　
上

天

竺

寺
の

席
を
嗣
い

だ

弁
才
元
浄
を
は

じ

め

と

す

る
、

慈
辯
従

諫
、

円
悟
思
尚

、

宣
梵
嗣
珍
な
ど

、

い

ず
れ
も
天

台
系

の

人
々

で

あ

る
。

こ

の

よ

う

な

動
き
を

追
認
す
る
の

が
、

次
の

記
事
で

あ

る
。

　

慶
元
三

年
十
二

月
十
四

日、

上
天

竺
寺
に

詔
し

て

祈
薦
に

係
わ

る

処

と

為

　

し、

永
く
天

台
教
寺
と

作
さ
し

む。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

（

〔

宋
会
要
〕

道
釈
二

ー
一
）

　
慶
元
三

年
（

一
一

九
七
）

の

時
点
で

の

住
持

は
、

柏
庭
善
月

で

あ

る

が
、

そ
れ
以

前
に

慧
光
若
納
が

住
し

て

い

る
。

こ

れ

も

天
台
系
の

錚
々

た

る

学
僧
で

あ
る

。

上

天

竺
寺
の

表

面

的
な

機
能
と

は

ま

た

別
に

住

持

の

学
問
が

天

台

系
に

あ
っ

た

こ

と

は
、

南
宋
仏
教
界
の

動
向
を
み

る

上

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
5

）

で

重

要
で

あ

る
こ

と
は

言

う

を

俟
た

な
い

。

　
筆
者
は

天

台
学
を

専
門
と

す
る

者
で

は

な

い

し
、

ま
た

そ

れ
を

論
じ

る

こ

と
は

小

論
の

目

的
で

は

な
い

の

で
、

こ

れ

以

上
に

論
じ

る
こ

と
は

し

な
い

が
、

た

だ

後
述
す
る

よ

う

に
、

南
宋
朝
一

代
を

通
し

て

の

上

天

竺

寺
の

位
置
を
み

る

と
、

御
前
道
場
と

な
っ

た

こ

と

も

勘
案
し

て

単
に

天
台
教
寺
と
し

て

位
置
付
け
る

だ

け
で

は
、

必

ず
し

も

十
分
と
は

言
え

ぬ

こ

と
が

分
る

。

南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

　

そ
の

理
由
は

前
に

も
述
べ

た
。

欧

陽
修
〔

帰
田

録
〕

巻
一

が

記
す
賛

寧
の

態
度
は

、

史
実
は

と
も
か

く
、

慧
遠
の

「

沙

門
不

敬
王

者
論
」

と

は

両
極
の

位

置
に

あ
る

。

し
か

も
そ

れ

は

宋
代
の

仏
教

界
の

趨
勢
で

あ

（

6
）

っ

た
。

　

上

天
竺

寺
の

場

合
も

、

右
の

例
に

も

れ
な
い

。

　

膨
大
な

寺
産
と

、

権
力
に

よ

る

庇
護
の

も
と
に

住

僧
達
は

緻
密
な

天

台

教
学
を

学
ぶ

。

そ

し
て

そ
の

一

方
で

は
、

そ
の

よ
う

な

高
邁
な

教
理

と

は
、

一

見
ま

た

別
な
世
界
を

構
築
す
る

。

一

見
と

す
る

の

は
、

彼
ら

が

高
邁
な

教
理

と

現

実
社
会
と
の

対
応
を

別
の

も
の

と

み

て

い

な
い

フ

シ

が

あ
る

か

ら
で

あ

る
。

　
で

は

上

天

竺
寺
の

負
っ

た

現
実
社
会
に

対
す
る

機
能
と

は

何
か

、

そ

れ

は

先
に

引
用
し

た

〔

宋
会
要
〕

の

記
事
か

ら

も
判
明

す
る
よ

う
に

、

「

祈
薦
」

を
重
要
な

柱
と
し

て

い

る
．

い

み

じ

く
も

〔

寺
志
〕

は
、

そ

の

巻
一

に

「

普
門
示

現
品
」

の

一

段
を

設
け

、

何
よ

り
も

上
天
竺
寺
に

祀
ら

れ

る

観
音
大
士

の

霊
験
の

あ
ら
た

か

な

る
を

強
調
し

て

や

ま

な

い
。

よ

う

す
る

に

上

天

竺

寺
は

観
音
信
仰
の

寺
だ
っ

た

の

で

あ
る

。

　
い

っ

た
い

、

中
国

各

時
代
を

通
じ

て

観
音
信
仰
の

持
つ

位
置
は

小
さ

く
な
い
。

貴
顕
士

庶
、

誰
も
が

そ
の

霊
感
を

待
っ

た
の

で

あ
る

。

南
宋

が

常
に

亡

国
の

危
機
に

さ

ら
さ

れ

た
こ

と

は

周
知
の

と

お

り
で

あ
る

。

遷
都
に

よ

る

摩
擦
も
少
な

く
な
い

。

国
の

内
外
の

安
定
は

国
家
存
続
の

一

＝

三
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南
宋
に

お
け

る

仏
教

信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
（

7
）

た

め

の

必

須
の

条
件
で

あ
っ

た
。

　

さ

ら
に

帝
室
と

、

の

ち

に

御
前
道
場

と

な
っ

た

上

天

竺

寺
の

結
び
つ

き
を

み

る

上
で

は
、

観
音
信
仰
を

通
し

て

の

祈
雨
や

祈
晴
と
い

う

天

候

と
の

関
係
が

重
要
に

な
る

。

〔

寺
志
〕

は
、

霊
感
の

事
実
と

し

て
、

北

宋
の

例
八

、

南
宋
の

例
五

の

計

＝
二

を

列

挙
し

て

い

る

が
、

こ

の

う

ち

開
宝

五

年
、

威
平
元

年
、

同
三

年
、

治
平
二

年
、

紹
興
五

年
に

つ

い

て

は
、

天

候
に

か

か

わ

る

も
の

と

認
め

う

る
。

　

例
と

し

て

は
、

こ

れ
だ

け
で

も

十
分
で

あ
ろ

う

が
、

今
少
し

く

〔

宋

会
要
〕

礼
→

八

の

記

載
を

み

て

お

く
必

要
が
あ
る

。

例

え
ば

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
ず
く
な

紹
熙
元

年
六
月
十
九
日、

詔
す
る

に
、

雨
沢
稍
や

愆
し

。

恐
ら
く
は

禾
稼
の

可
な
る
を

妨
ぐ
る

を
。

日

輪
侍
従
一

員
を
し

て

上
天

竺
の

霊
感
観
音
の

前
に

詣
で

し
め、

精
う

に

祈
疇
を
加
え、

務
め

て

速
や
か

に

感
応
を

獲
ん

こ

と

を

要
す
と

。

是
の

月
二

十
二

日
、

応
を

獲
て、

官
に

命
じ
て

報
謝
せ

し

む
。

五

年
四

月
二

十
一

日
、

雨
を

闕
く
が

為
に、

勅
し

て

太
府
少

卿
林
提

を
し
て

臨

安
の

洞
宵
宮
に、

詣
で

し

め
、

秘
書
監
薛
叔
似
を
し

て

径
山
の

竜

潭
に

詣
で

し

め
、

司
農
卿
万

鍾
を
し
て

天
目
山
の

竜

洞
に

詣
で

し
め

て

祈
薦
せ

し

む
。

五

月
十
三

日
に

至

り
て

応
ず
る
を

獲、

元

差
官
に

命
じ
て

報
謝
せ

し
む

。

同

日
、

中
書
門
下

省
言
く、

両
浙
と

、

江
の

東
西
と、

両

淮
の

州
軍
の

間
、

稍

や

雨
沢
を

闕
く
こ

と

有
り
と

。

去
処

、

已
に

守
に

委
ね
て

祈
疇
せ

し

む

る

に
、

未
だ

感
応
を

獲
ず

。

逐
路
の

転
運
司
に

詔
し

て
、

行
下
の

所
部
の

闕
、

雨

の

州
県
に

て
、

守
令
に

仰
せ

て
、

躬

ら
管

内
の

寺
観
神
祠
に

詣
で

し

め
、

厳

潔
に

し
て

精
う
に

祈
疇
を

加
え
し

む
。

務
め

て

速
や
か

に

感
応
を

獲
ん

こ

と

要
し

、

仍
ち
屠
宰
を

禁
ず
る

こ

と
三

日
せ

ん

と

し
、

以
て

指
揮
し

て、

次
日

　

二

四

に

到
り
て

始
ま

り
と

為
す

。

同
日、

詔
す
る
に
、

雨
を

祈
る
に

未
だ

感
応
あ

ら

ず
。

応
に

臨
安
府
を

し
て

上

天
竺
の

霊
感
観
音
を

迎

請
し

、

明
慶
寺
に

就

い

て
、

精
う

に

祈
疇
を
加
う
べ

し
と

。

仍
ち

屠
宰
を

禁
ず
る

こ

と
三

日

す
。

七
月

九
日

、

詔
す
る

に、

雨
沢

、

稍
や

愆
し。

日

輪
侍
従

の

官
一

員

を

し

て
、

上

天
竺
の

霊
感

観
音
の

前
に

詣
で

し

め
、

精
う

に

祈
濤
を

加
う

。

務
め

て

速
や
か

に

感
応
を

獲
ん

こ

と

を
要
す

。

凡
そ
祈
疇
に

遇
い

、

及
び

応
を

獲

る

の

日

は
、

宮
観
祠

廟
は

則
ち

元
差

官
に

命
じ、

上

天
竺
の

観
音
前
と

、

霍

山
の

広
恵
廟
に

は
、

日

輪
至

官
に

命
じ
て

致
謝
せ

し

む
。

其
の

香
は

皆
な
入

内
内
侍
省
の

降
す
を

請
う
に

係
る

。

〈

慶
元

元
年
六

月
、

二

年
三

月
、

三

年

四
月、

五

年
四

月、

嘉
泰
元

年
四

月
六

月
、

三

年
四

月
、

開
禧
元
年
七
月、

二

年
六

月
、

三

年
五

月、

嘉
定

元
年
四

月
、

二

年
五

月
、

六

年
五

月
、

七

年

六

月、

八

年
三

月
五

月、

九
年
五

月
、

十

年
六

月、

十
一

年
五

月
十

月
、

十

三

年
六

月
、

十
四

年
正
月、

十
七

年
六

月
、

亦
た

之
の

如

し
〉

。

八

月
二

十

四

日、

詔
す
る

に
、

近
日、

雨
沢
稍
や

多
し

。

日

輪
侍
従
一

員
を
し

て

上

天

竺
の

霊

感
観
音
前
に

詣
で

し

め
、

精
う

に

祈
疇
を

加

え

し

む
。

〈

慶
元
元
年

正

月
五

月
、

二

年
八

月、

四

年
四
月
七

月
八

月、

五

年
八

月
、

嘉
泰
三

年
三

月
、

開

禧
元
年
九
月

、

ご

年
三

月、

三

年
八

月、

嘉
定
三

年
五

月
、

四

年
八

月
、

五

年
三

月
八

月
、

六

年
正
月
七

月、

七

年
九
月

、

九
年
八

月
、

十
年
四

月
、

亦
た

之
の

如
し
〉

。

　
ま

た

別
の

箇
所
で

は

祈
雪
の

祈
濤
を
め

ぐ
っ

て

次
の

よ

う

に

伝

え

る
。

寧
宗
の

慶
元

元
年
十
一

月
二

十
三

日
、

詔
す
る

に
、

瑞
雪

、

稍
や

愆
し

。

日

輪
侍
従
一

員
を
し
て

上

天
竺
の

霊
感
観

音
の

前
に

詣
で

し
め、

精
う

に

祈
禳

を

加
え
し

め

よ

と
。

務
む
る
に

感
応
を

獲

た

り
。

〈

二

年
十
一

月
、

三

年
十
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一

月
、

四
年
十
二

月。

五

年
十
一

月
、

六

年
十
一

月
、

嘉
泰
元
年
十
一

月
、

二

年
十
二

月
、

三
年
十
一

月、

四

年
十
二

月
、

嘉
定
元
年
十
一

月、

二

年
十

一

月
、

三

年
十
二

月
、

四

年
十
二

月、

五

年

十
二

月、

七

年
十
一

月
、

八

年

十
二

月、

九
年
十
二

月、

十
年
十
二

月
、

十
一

年
十
二

月、

十

二

年

十
一

月
、

十
四

年
十
一

月
、

亦
た

之
の

如
し
〉

。

　

引
用
は

長

き
に

わ

た
っ

た
が

、

右
よ

り

し

て

い

く
つ

か

の

事
実
が

理

解
し

う

る
。

第
一

は
、

天

候
を
め

ぐ
っ

て

の

祈
疇

が
、

〔

寺
志
〕

で

記

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

8
）

す
以

上
に

頻
々

と

行
わ

れ

た
こ

と
で

あ
る

。

「

頻
々

」

の

表
現
が

極
端

だ

と

し

て

も
、

毎
年

、

恒

例
の

よ

う
に

行
わ

れ
た

事
実
は

注
意
し
て

お

い

て

よ

い
。

天

候
が

人
間
の

都
合
の

よ

い

よ

う
に

運
ぶ

も
の

で

は

な
い

こ

と

は

言
う

を

俟
た

な
い

に

し
て

も
、

今
日

以
上

に

農
業
を

基

本
と

す

る

国
の

実
情
は

無
視
し

え

な
い

。

引
用
し

た

〔

宋
会
要
〕

の

範
囲
で

考

え

て

み

て

も、

南
宋
と
い

う

戦
時
下
の

国

情
の

中
で

、

経

済
の

安
定
は

絶
対
の

条
件
で

あ
っ

た
。

　

祈
る

側
の

真
剣
さ
は

想

像
に

あ
ま

る
。

と

同

時
に

、

そ
の

真
剣
さ

を

集
中
さ
せ

た

対
象
と

し

て
、

上

天
竺

寺
の

観

音
大
士
が

、

い

わ

ぽ

代
表

格
に

位
置
し

た
こ

と
も
注

意
し

て

よ

い
。

こ

の

場
合

、

重

要
な
の

は

観

音
大
士

像
そ

の

も
の

で

あ
っ

て
、

上

天

竺
寺
で

な
い

こ

と

は

言

う
ま
で

も
な
い

。

　

か
つ

て

述
べ

も
し

た

よ

う
に

、

上

天

竺

寺
の

機

能
は

の

ち

法

恵
寺

、

さ

ら
に

明

慶
寺
へ

と

併
行
拡
大
し

て

い

く
こ

と
に

な
る

が
、

明

慶
寺
で

の

祈
疇
が

、

上

天

竺

寺
の

観
音

像
を
迎
請
し

て

の

も
の

で

あ
っ

た
こ

と

南
宋
に

お

け
る
仏
教
信
仰
の

一

側
面
（

永
井
）

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
9

）

が
、

そ

れ

を
裏
付
け
る

で

あ
ろ

う
。

　

た

だ
し

確
認
し

て

お

く
べ

き
は

、

祈
疇
が

上

天
竺

寺
に

の

み

限
定
さ

れ
て

い

な
い

こ

と

で

あ

る
。

先
の

引
用
文
中
に

も
記

さ
れ
て

い

る

ご

と

く
、

紹
煕
五

年
（

＝
九
四
）

四

月
の

祈
雨

は
、

洞
宵
宮

、

径
山

、

天

目

山

を

中
心
に

し

て

行
わ

れ
て

い

る
。

さ

ら
に

、

　

嘉
泰
元

年
五

月
七

日
、

詔
す
る
に、

雨
沢

、

稍
や

愆
し

。

分
ち

て

卿
監
郎
官

　

を

差
わ

し
、

臨
安
府

東
嶽

の

天

斉
仁
聖
帝、

呉
山

の

忠
武
英
烈
威
顕
霊

佑

　

王
、

天

王

神、

城
隍

廟
、

福
順

王
廟

、

旌
忠
観
に

て

祈
疇
せ

し

む
。

〈

開

禧

　

元
年
六

月
、

三

年
五

月
、

嘉
定
八

年
三

月
、

十

年
六
月、

十
四

年
正

月
、

亦

　

た

之
の

如
し

〉

。

三

年
九

月
二

十
日、

詔
す
る
に、

雨
沢、

稍
や

多
し

。

分

　

ち
て

卿
監
を

遣
わ

し

て、

東
嶽
天
斉
仁

聖
帝

、

呉
山
の

忠
武
英
烈
威
霊

顕
佑

　

王
、

天
王

神、

城
隍

廟
、

旌
忠
観
に

て

祈
濤
せ

し

む。

〈

開

禧
三

年
五

月
、

　

嘉
定
五

年
九
月

、

六

年
正
月

、

十
年
四

月
、

亦
た

之
の

如
し
〉

。

な
ど
、

あ
た
か

も
道

教
廟
だ

け

を

中
心
に

行
わ

れ
た

か

の

ご

と

き
の

記

事
も
あ
る

。

逆
に

祈

雨

祈
晴
の

行
事
が

、

　

慶
元
三

年
三

月
二

十
六

日、

詔
す
る

に
、

雨
沢、

稍
や
愆
し

。

臨
安
府
の

守

　

臣
を
し

て

天
竺
山
に

詣
で

し

め
、

精
う
に

祈
疇
を

加
え
し

む
。

務
め

て

感
応

　

を

獲
た

り
。

〈

自
後、

凡
そ

雨
暘
の

愆
き
期
に

遇
え
ば

、

並
て

是
の

命
あ
り

〉

。

と
、

上

天

竺
寺
の

み
で

行
わ

れ
た

の

ご

と

き
記
事
も

あ
る

。

し

か

も
、

例

え
ば

嘉
泰
元

年
（

一

二

〇
一
）

に

例
を
と
る

な

ら、

四

月
と
六

月
に

上

天

竺

寺
の

観
音
像
を

明
慶
寺
に

迎

請
し
て

祈
雨

、

五

月
に

は

臨
安
府
の

道
教
廟
で

祈
雨
と

、

交
互
に

祈
ら

れ

て

い

る
。

　

常
識
的
に

み

て

も、

祈
疇
の

行
事
が
一

方
に

偏
っ

て

行
わ

れ
た

と

は

二
一

五
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南
宋
に

お

け
る
仏
教

信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

考
え
づ

ら
い

。

よ

う

は

〔

宋
会
要
〕

な
ど

の

記

述
の

問
題
と
い

う
こ

と

に

な

ろ
う

。

事
実、

〔

宋
史
〕

巻
一

〇
二

、

礼
五

で

は
、

　

祈
る
に

は
、

酒、

脯、

醢
を

用
い

、

郊
廟、

社

稷
に、

或
い

は

少
牢
を

用

　

う
。

其
の

報
は

常
に

祀
る

が

如
し

。

或
い

は

親
し

く
諸
も

ろ

の

寺
観
に

濤

　

る
。

或
い

は

再
び

幸
し

、

或
い

は

楽
を

徹
し

、

膳
を

減
じ、

蔬
饌

を
進
む

。

　

或
い

は
官
を

分
遣
し

て

天

地
、

太

廟
、

社
稷

、

嶽
鎮、

海
濱
に

告
げ
し

む
。

　

　
（

中
略
）

或
い

は

道
場
を

諸
も
ろ

の

寺
観
に

啓
建
し

、

或
い

は

内
臣
を

遣
わ

　

し

て

州
郡
に

詣
で

し

む
。

（

中
略
）

凡
そ

、

早
り

、

蝗
、

水

潦、

無
雪
な

ど
、

　

皆
な

榮
濤
す

。

と

伝
え

、

ま

た

北
宋
代
に

か

か

わ

る

記
事
で

あ

る

が
、

〔

宋
会
要
〕

礼

一

八

「

祈
雨
」

の

冒
頭
に

は

　

国
朝

、

凡
そ
水

旱
災
異
に

は

祈
報
の

礼

有
り

。

祈
に

は

酒
脯
醢
を

用
い

て

報

　

ず
。

常
の

祀
の

如
し。

〈

宮
観
寺
院
は
香

茶
素
饌
を

以
て

す
〉

。

京
城
の

玉

清

　

昭
応
宮

、

上

清
宮
〈

今
廃
す
〉

、

景
霊

宮
、

太
一

宮
、

太
清
観
く

今
の

建
隆
観

　

な
り

V
、

会
霊
観

〈

今
の

集
禧
観
な
り

〉

、

祥
原
観
く

A7

の

醴
泉
観
な

り
V

、

　

大
相

国
寺

、

封
禅
寺
〈

今
の

開
宝

寺
な
り

〉

、

太
平
興
国
寺、

天

清
寺

、

天

　

寿

寺
〈

今
の

景
徳

寺
な

り
〉

、

啓
聖
院、

普
安
院

、

以
上
は

乗
輿
も
て

親
し

　

く

疇
り

、

或
い

は

近
臣
を

遣
わ

す
。

と
あ
る

。

真
剣
な

祈
疇
の

道
場
の

啓
建
に

宗
教
宗
派
の

別
は

な

か
っ

た

と
み

て

よ

い
。

ち

な
み
に

、

鏡
島
元

隆
〔

天

童
如
浄
禅
師
の

研
究
〕

の

成

果
に

よ

れ

ば
、

如
浄
は

、

嘉
定
七

年
（
一

二
〕

四
）

九

月
、

金
陵
清
涼

寺
に

て
、

同
一

〇
年
（

＝
二

七
）

四
月
一

日
、

台
州
瑞
巌

寺

に

お

い

て
、

そ

れ

ぞ
れ

祈

晴
上

堂
を

行
っ

て

い

る

（

同
書

、

団

』
ω
o
）

。

さ

ら

に

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
二

一

六

伊

藤
秀
憲
「

『

仏

鑑
禅
師
語
録
』

の

上

堂
年
時
考

−
宝
慶
三

年

如
浄

示

寂
説

を
確
か

め

る

ー
」

（

〔

中
国
仏
蹟
見
聞
記
〕

七

所
収
）

の

指
摘

を

ふ

ま

え
て

も
、

無
準
師
範
が

径

山
に

お

い

て

淳
祐
五

年
（

＝

西
五
）

二

月
に

同

七

年
五

月
に

は

祈
晴
上

堂

を
、

祈
雨
の

上

堂

を

行
っ

て

い

る

こ

と
が

知

り

う
る

。

　

如
浄
の

二

件
は

、

そ

れ
ぞ
れ

〔

宋
会
要
〕

の

記
事
に

徴
し

う
る

で

あ

ろ

う
し

、

無
準
師
範
の

二

件
は

、

〔

宋
会
要
〕

に

徴
し

え
ぬ

も

の

の
、

い

ず
れ
も
が

「

朝
廷

降
香
」

に

よ
っ

て

な
さ

れ

た
こ

と

が

知
り

う
る

。

祈
雨
祈
晴
と
い

っ

た
、

い

わ
ば

禅
の

向
上
の

立

場
と

は

あ
ま

り

そ
ぐ
わ

な
い

内

容
の

語
は

、

語
録
編
集
の

時
点
で

削
除
さ

れ
る

可
能
性

を

固

有

の

も
の

と
し

て

持
つ

か

ら
、

わ

ず
か

四

件
の

み
で

断
定
は

で

き

な

い

が
、

そ

れ
で

も
、

禅
院
だ

か

ら
と
い

っ

て
、

祈
疇
を

拒
否
し

え
た

と

は

到
底
思

え
な
い

し
、

ま
た

そ
こ

に

は
、

必
ず
帝
室
と
の

関
係
が

あ
っ

た

こ

と
は

窮
え

よ

う
。

　

で

は

彼
ら

は
、

ど
の

よ

う
な

方
法
で

祈
疇
の

行
事
を

な
し

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

　

語
録
で

は

上

堂
の

み

が

記
さ

れ
る

禅
宗
寺
院
の

場

合
で

も
そ

れ

な

り

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
10
）

の

行
事
の

あ
っ

た
こ

と

が

推
測
で

き
る

し
、

上

天

竺

寺

の

場
合

な

ど

は
、

〔

釈
氏
稽
古
略
〕

巻
四
が

、

　

庚
子

、

威
平
三

年、

遼
統
和
十
八

年
、

夏
、

大
い

に

旱
る

。

浙
束
の

天
台
講

　

宗
の

知
礼
〈

四

明
尊
者
〉

と

遵

式
〈

下
竺

懺
主
〉

、

同

に

護
国

金
光
明
三

昧

　

懺
を

修
す

。

三

日
に

し

て

乃
ち

雨
ふ

る
。

N 工工
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（

→°

お
lQo
露
げ
）

な
ど
と

さ

れ
る

の

が
、

一

つ

の

手

掛
り
と

な
ろ

う
。

観
音
の

霊
験
を
祀

る

た
め

に

〔

観
音
経
〕

を
読
誦
し

た

と

考
え
る

の

は

早
計
ら
し

い
。

た

し

か

に
、

雨
の

有
無
は

収
穫
と
も

関

係
し

、

国
家
の

存
亡

に

か

か

わ

る
。

〔

金
光
明
経
〕

に

依
っ

て

修

行
さ

れ

る
金

光
明
三

昧
懺
の

ほ

う

が

儀
礼
と

し

て

ふ

さ
わ

し

い

し
、

そ

れ
が

智
顎
以

来
の

天

台
の

伝
統
に

の

っ

と
っ

た

と

は

言
い

う
る

。

　
な
お

、

〔

宋
史
〕

巻
一

〇
二

、

礼
五

の

記
す
と
こ

ろ

に

よ

れ

ぽ
、

威

平
二

年
（

九
九

九
）

雷
師

、

雨

師
を

祀
る

祠
に
つ

い

て

祈
雨
す
る

時
に

は

李
琶
の

定
め

た

祈
雨

法
を

用
う
べ

き
こ

と
が

詔
せ

ら

れ
、

景
徳
三

年

（

一

〇
〇
六
）

に

は

画

竜
祈
雨

法
が

定
め

ら

れ
、

さ

ら

に

熙
寧
一

〇
年

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

11）

（

一

〇
七
七
）

に

は
、

蜥
蜴

祈

雨
法
が

行
わ

れ
た

旨
を

記
し

て

い

る
。

〔

宋
会
要
〕

礼
一

八

で

記
さ

れ
る

と

こ

ろ

に

よ

れ

ば
、

元

豊
元

年
（

一

〇
七

八
）

四

月
の

祈
雨
は

、

こ

の

蜥
蜴
を

利
用
し
て

の

方
法
で

あ
っ

た

と
い

う
。

こ

れ
か

ら

す
れ
ば

、

道
観
で

の

儀
軌
は

か

な

り
、

マ

ジ

カ

ル

な
要
素
を

含
ん

だ

も
の

と
み

て

よ

い
。

上

天
竺

寺
で

右
の

よ

う

な

祈
雨

法
が

行
わ

れ
る

と
は

到
底
思
え

な
い

が
、

後
述
す
る

よ

う
に

明
慶

寺
の

場
合
は

異
な
っ

て

い

る

ー
多
分
こ

れ
も
例

外
的
に

で

あ
る

が

！
。

　
い

ず
れ
に

し
て

も
、

こ

の

よ

う

な

祈
疇
行
事
が

上

天

竺

寺
の

持
つ

大

き
な

役
割
の
一

つ

で

あ
っ

た

こ

と
は

疑
い

な
い

。

そ
し
て

実
は

そ
れ
が

、

上

天

竺

寺
を
運
営
す
る

上

で
、

重

要

な

資
金

的
側
面

を

荷
っ

た

の

で

あ

る
。

既
述
の

ご

と
く

、

上

天

竺

寺
は

紹
興
二

四

年
に

御
前
道
場
と

な
っ

南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面

（

永
井
）

て
、

諸
刹
中

、

帝
室
と
の

結
び

つ

き
が

最
も
厚
い

寺
の
一

つ

と

な

る
。

当
然

所
用
の

経
費
は

帝
室
が

出
費
す
る

か
、

あ
る

い

は
、

褒

賞
と

し

て

の

施
田

、

さ
ら
に

は

既

存
の

寺
田
へ

の

課
税
を

免
除

す
る
か

と
い

う
こ

と
に

な
る

。

　

た

だ
し

、

そ

れ
以
前
の

時
点
で

は
、

上

天

竺

寺
と
い

え
ど

も
課
税
の

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

12
）

対
象
と

な
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

だ

か

ら
こ

そ
、

祈
薦
の

功
果
が

ど

う

評

価
さ

れ
る

か

が
、

重
要
と

な
っ

て

く
る

。

先
に

挙

げ
た

〔

寺
志
〕

の

述

べ

る

施
田
の

記
事
も

、

祈
濤
の

功
と

し
て

あ
っ

た
と

み

て

よ

い
。

さ

ら

に

〔

宋
会
要
〕

礼
一

八

に

お

い

て
、

（

紹
興
）

十
二

年
五
月
九
日

、

知
臨
安
府

兪
使
言
く

、

上

天
竺
の

霊
感
観
音

は、

車
駕
駐

蹕
し

て

よ

り、

水

旱
に

遇
う
ご

と
に
、

凡
そ

祈
求
有
れ
ば

、

必

ず
感
応
を

獲
た
り
。

今
来、

本
寺、

殿

宇
を
修
建
せ

ん

と

し
、

度
牒
を

給
降

し

て
、

修

造
に

添
助
せ

ん

こ

と

を
望
む

。

庶
わ
く
は

褒
崇
を
示

さ

ん

こ

と

を。

詔
す
る

に
、

本
に

於
て

係

わ
る

省
銭

、

銭
五

千
貫
を

支
賜
せ

し

む
。

と

さ

れ
る

な
ど

も
、

そ
の

好
例
と

言

え
よ

う
。

度
牒
の

給
付
を
め

ぐ

る

問

題
に
つ

い

て

は
、

高
雄
義
堅

「

宋
代
の

度
及
び

度
牒
制
」

（

〔

宋
代

仏

教

史
の

研
究
〕

所

収
）

が

あ
る

が
、

そ
れ
が

集
財
の

手
段
に

な
る

こ

と

は

自
明
で

あ
る

。

右
の

場
合
は

度
牒
の

給
付
の

か

わ

り
に

五

〇
〇
〇
貫

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（

13
）

の

下
賜
が

あ
っ

た

こ

と
に

な

る
。

　
さ
ら
に

〔

宋
会
要
〕

道
釈
一

は
、

　

乾
道
元
年
七

月
二

十
五

日、

詔
す
る
に
、

凡
そ

雨
暘
に

観
音
を

祈
疇
す
る

に

　

必
ず
感
応
を

獲
る

を

以
て

、

上

天
竺
の

住
持
僧
若
納
を
し

て
、

特
に

右
街
僧

二

一

七

N 工工
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南
宋
に

お

け
る

仏
教
信

仰
の

一

側
面
（

永
井
）

　

録
に

補
せ

し

む
。

　

僧
録
職
に

付
随

す
る

さ
ま

ざ

ま

な

栄

誉
を
考
え

る

な

ら
、

そ
れ

は

当

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

14）

代
を

代
表
す
る

人
と

見
な

さ
れ

た

こ

と
に

ほ

か

な

ら

な
い

。

　

同

様
の

こ

と

は
、

乾
道
二

年
（

一

＝
ハ

六
）

の

こ

と

と

し

て
、

　

六

月
六

日
、

詔
す
る
に
、

上

天

竺

観
音
院
の

祈
濤
の

感
応

あ
る

を
以
て

、

空

　

名
の

度
僧
牒
二

道
を

賜
う

。

と

伝

え
、

〔

宋
会
要
〕

道
釈
二

で

は
、

嘉
定
五

年
（

二
＝

二
）

二

月、

上

天

竺

寺
と

径

山
が

、

祈
濤
に

係
わ

る

寺
と

し
て

免
税
さ

れ
、

ま

た

同

五

年
に

は
、

上

天
竺

寺
の

伽
藍

修
復
の

た

め

に
、

度
牒
一

〇
道
が

下

賜

　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

15）

さ

れ
た

旨
を

伝

え
て

い

る
。

四

　

以

上
、

ま

ず
上

天

竺

寺
の

荷
っ

た

機
能
の

う

ち
、

天

候
に

か

か

わ

る

も
の

を
み

た
。

次
に

、

い

ま
一

つ

祈
疇
の

重
要
な

部

分

を
な

す
、

聖

節

と

の

か

か

わ

り

を
み

て

お

き
た

い
。

聖

節
と

禅
院
の

関
係
に
つ

い

て

は
、

す
で

に

若
干
の

私

見
を

述
ぺ

た

が
、

こ

れ
も
や

は

り

政
治
権
力
と
の

関

係
の

円
滑
化
に

か

か

わ

る
。

と

同
時
に

そ
れ
は

寺
院
経
営
の

資
助
と

も

な
っ

た
の

で

あ

る
。

し

か

も
こ

の

場

合

も
、

聖

節
そ

の

も
の

は
、

あ
る

特
定
の

寺
院
に

限

定
し

た

も
の

で

は

な

い
。

〔

宋
会
要
〕

の

記
事
を

俟

つ

ま

で

も
な
い

。

す
で

に

〔

禅
苑
清
規
〕

所

引
の

「

百

丈
規
縄
頌
」

、

さ

ら
に

〔

禅
苑
清
規
〕

巻
一

や
、

各

禅
者
の

語
録
に

お

け

る

聖
節
上

堂
の

世

界
が

あ
る

。

天

子
の

誕
日

を
聖
節
と
し

て

祝
う
こ

と
に

つ

い

て

〔

大

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

二

一

八

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

16
）

宋

僧
史
略
〕

巻
中
の

述
べ

る

と
こ

ろ
で

は
、

玄
宗
に

始
ま

る
と
い

う
。

　
い

ず
れ
に

し
て

も
、

北
宋
代
に

本
格
化
す
る

聖
節
は

、

仏
教
界
で

は

ほ

と
ん

ど

疑
問
な

く
受
け

容

れ
ら

れ
た

ら

し
い

。

南
宋
で

も
事
情
は

同

じ

く
、

言

わ
ば

上

か

ら
の

命
令
と

し

て
、

聖

節
は

祝
わ

れ

た

の

で

あ

る
。

〔

建
炎
以
来
繋
年
要
録
〕

（

以

下
〔

要
録
〕

）

巻

八

の

建

炎

元

年

（

＝

二

七
）

八

月
の

条
で

は
、

　

丁
亥、

天
下
の

諸
州
に

詔
し
て、

天

寧
節
並
び

に

前
「

月
に

於
い

て
、

寺
観

　

に

即
き
て

祈
福
の

道
場
を

建
て

し

む
。

靖
康
節
も
此
れ
に

依
る

。

と

述
べ

、

ま
た

〔

要
録
〕

巻
一

四
一

で

は
、

紹
興

＝

年
（

＝
四
一
）

七

月
の

条
で

　

甲
寅

、

皇
太
后
の

生

辰
を

以
て、

預
め

宮
中
に

即
い

て、

祝
聖

寿
道
場
を

啓

　

建
す

。

是
れ
よ

り
例
と
な
る

。

と

さ
れ

る
。

〔

宋
史
〕

巻
一

一

二
、

志
六

五

の

伝
え
る

と
こ

ろ

で

は
、

宋
代
の

各
皇
帝
の

誕
日

と

聖

節
・

慶
節
名
は

そ

れ
ぞ

れ

　

太
祖
　
二

月
一

六

日

　
長
春
節

　

太
宗
　
一

〇
月
七
日

　
乾
明
節
の

ち
寿

寧
節

　

真
宗
　
一

二

月
二

日

　
承
天

節

　

仁
宗
　
四

月
一

四
日

　
乾
元
節

　
　

皇
太
后
　
一

月
八

日
　
長
寧
節

　

英
宗

　一

月
三

日

　
寿
聖

節

　

神
宗

　
四

月
一

〇
日

　
同
天
節

　

哲
宗

　一

二

月
八
日

　
興
竜
節

　
　

太
皇
太

后
　
七

月
一

六

日

　
坤
成
節
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徽
宗
　
一

〇
月
一

〇
日

　
天
寧
節

　

欽
宗
　
四

月

二
二

日

　
乾
竜
節

　

高
宗
　
五
月
二
一

日

　
天
申
節

　

孝
宗

一

〇
月
二

二

日

会
慶
節

　

光
宗
　
九
月

四
日

　
重
明
節

　

寧
宗
　
一

〇
月
一

九
日

　
天

祐
節
の

ち

瑞
慶
節

　

理

宗
　
一

月
五

日

　
天
基
節

　

度
宗
　
四
月

九
日

　
乾
会
節

　

恭
宗
　
九
月
二

八

日

　
天
瑞
節

と

さ

れ
て

お

り
、

以

上
の

ほ

か
、

天

書
の

降
っ

た

日

と
し

て
一

月
三

日

を

天

慶
節

、

四

月
一

日
を

天

祺

節
と

定
め

た

な

ど

が
知
ら

れ
て

い

る
。

当
日

に

は

文
武
百

官
が
宮
中
で

聖

寿
を

祝
い

、

ま

た

宴
会
も

催
さ

れ
た

　
、

（

17
）

　
　
　

。

先
の

真
宗
の

場

合
で

み

る

と
、

と
し

う

　

前
｝

月、

百

官
、

内
職、

牧
伯
な

ど
、

各
お

の

仏
寺
に

就
い

て

修
斎
し

祝
寿

　

す
。

罷
日
に

は

香
を
以
て

之
に

賜
わ
る

。

仍
ち

各
お

の

会
を
設
け、

上

尊
の

　

酒
、

及
び

諸
果
を

賜
り、

百

官、

兼
ね
て

教

坊
の

楽
を

賜
う

。

と

あ
る

。

つ

ま

り
、

聖
節
の

行
事
は

そ
の

当
日

だ

け
で

な

く
、

一

箇
月

前
か

ら
行
わ

れ
た

と

す
る

の

で

あ
る

。

こ

れ

は
、

建
炎
元
年
（

二
二

七
）

五

月
の

天
申
節
が

、

政
情
不

安
の

た

め

に

と

り

や

め

と

な

り
、

　

是
に

至

り
て

仏

寺
に

就
い

て

祝
寿
の

道
場
を

啓
散
す
る

を

止
め、

閤
門、

或

　

い

は

後

門
に

詣
り
て

拝
表
称

賀
す。

と
い

っ

た
一

時
期
を

除
け

ぽ
、

一

貫
し

て

行
わ

れ
た

と
推
測
し

て

よ

い

の

で

は

な
い

か
。

〔

要
録
〕

巻
五

三
の

紹
興
二

年
（

＝

三

二
）

四

月
の

南
宋
に

お
け
る

仏
教

信
仰
の
一

側
面

（

永
井
）

条
で

は
、

　

辛
亥

、

百
官

、

天
申
節
を
以
て

道
場

を
天
竺

寺
に

開

啓
す

。

軍
将
の

乗
馬
し

　

て
、

権
の

吏
部
侍
郎
廖
剛
と

道
を

争
う
有

り
。

蹄、

剛
の

左
股
を

傷
る

。

宰

　

相
、

奏
す
る
に
、

軍
将
の

道
を

争
う

、

当
に

降
黜
す
べ

し

と
。

上

曰
く、

第

　

言
、

軍
将
は

朝
儀
を

犯

す
も
可
な

り
と

。

と
、

そ

の

喧
躁
の

さ

ま

を

伝
え

る
。

先
に

み

た
と
お

り
、

天
申
節
は

高

宗
の

誕
日

で

あ
り

、

右
は

そ
の

一

ヶ

月

前
の

さ
ま
で

あ

る
。

　

結
果
と

し

て
、

さ

ま

ざ
ま

な
褒
賞
の

あ
る

こ

と

も

当
然
で

あ
る

。

ひ

る

が

え
っ

て

〔

大

宋

僧
史
略
〕

巻
下

「

誕
辰

談
論
」

は

御
前
に

お

け
る

談
論
が

行
わ

れ
、

ま

た

内
道
場
に

お

い

て

内

斎
が

設
け

ら

れ
た

唐
代
の

聖
節
の

さ

ま

を
伝
え

る

が
、

事
情
は

宋
代
に

入
っ

て

も

あ
ま

り

変
っ

て

　
　
（

18
）

い

な
い

。

度
牒
や

紫
衣

賜
号
の

下
付
の

例
が

少
な

く
な

い

の

で

あ
る

。

　

結
果
と

し
て

　

嘉
祐
七

年
二

月
二

十

四
日、

開
封
府
言
く、

左
街
道
録
の

陳
惟
幾
等、

状
す

　

る

に
、

竊
か

に

僧
官
を

覩
る
に、

毎
年、

聖

節
に

遇
え
ば

、

許
し
て

功

徳
疏

　

を

進
ま
し

め
、

僧
録
よ

り
鑑
義
十

人
に

至

る
ま

で
、

各
お

の

特
に

勅
し

て

祠

　

部
の

度
一

名
、

係
帳
の

行
者
の

縁
を

賜
る

こ

と

を
蒙
る

。

道
釈
の

二

教
、

聖

　

辰
に

遭
え
ば、

祗
だ

応
じ
て

修

崇
す

。

事
体

、

相
い

類
せ

り
。

唯
だ

道
門
の

　

人、

数、

最
も

少
し

。

乞
う
ら

く
は

、

僧
官
の

体
例
に

依
り
て

之
に

従

わ
ん

　

こ

と

を
と

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〔

宋
会
要
〕

道
釈
一
）

　
　
　
　
　
　
ノ

と
い

う
よ

う

な

不

満
も、

一

方
に

生
じ

た
と
い

う

が
、

そ

れ
は

と

も
か

く
と

し

て
、

一

＝

九

N 工工
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南

宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
冖

側
面
（

永
井
）

　

至

道
三

年
十
】

月
二

十
三

日、

詔
し
て

、

台
州

天
台
山
に

五

ナ
四

所
の

寺
院

　

有
り
。

行
者

、

承
天

節
に

遇
う
ご

と
に

、

二

十

人
を

度
す
を

与
う
と

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

（

宋
会
要
）

道
釈
一
）

の

例
に

み

ら

れ
る

ご

と

く
、

度
牒
が

下
付
さ

れ
て

い

る
。

上

天

竺

寺
の

場
合
で

も
、

　

熙
寧
七
年、

杭
州
上

天
竺

霊
感
観
音
院、

体
例

も
て

聖

節
に

遇
う
ご

と
に

、

　

特
に

童

行
一

名
を

撥
放
す
る

を

与
う

。

詔
し
て

二

年
ご

と

に
、

特
に
一

名
を

　

撥
放
す
る

を

与
え
し

む
。

と
、

童
行
の

得
度
を

認
め

ら

れ
て

い

る
。

さ
ら
に

追
記
し

て

お

く

な

ら
、

聖

節
に

は

戒
壇
が

開
か

れ

受
戒
が

行
わ

れ
て

い

る

こ

と

も

注
意
し

て

よ

い
。

　

凡
そ

童

行
の
、

得
度
し

て

沙

弥
と

為
る

者
は
、

毎
歳、

誕
聖
節
に

遇
い

て
、

　

壇
を

開
き

受
戒
せ

し

む
。

壇
上
に

は

十
座
を

設
く

。

釈

律
の

僧
首
十

閖
梨

、

　

三
百
六

十

戒
を
説
く

。

授
け

訖
り
て

祠
部

、

牒
を
給
し

之
を

賜
わ
る

。

　

右
が

宋
一

代
を

通

じ
て

な
さ

れ
た

か

は

不

明
で

あ
る

が
、

〔

宋
会
要
〕

道
釈
二

は
、

建
炎
四

年
（

＝

三

〇
）

紹
興
二

年
（

＝

三

二
）

の

例

を
記

す
か

ら
、

ま
っ

た

く
廃
さ

れ
た

と

も

言
え
な
い

。

度
牒
の

発
行
を
め

ぐ

っ

て

さ
ま

ざ

ま

な

問

題
が

生
じ
た

こ

と
は

夙
に

指
摘
さ

れ
る
ご

と

く
で

あ
る

。

そ
れ
は

政
治

、

経
済

、

社
会

、

そ
し

て

叢
林
内
部
に

も

及
ぶ

。

か

く
し

て

度
牒
の

下
付
の

み

を

み
て
｝

概
に

喜
ぶ

こ

と
は

で

き

な
い

の

だ

が
、

下
付
す
る

側
か

ら

す
れ
ば

、

そ

れ
は

功
徳
を

積
ん

だ
こ

と

に

ほ

か

な
ら

な
い

。

ま

た

そ

れ

を
受
け

る

側
に

も
、

僧
侶
と

し

て

の

特
権
が

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
二

二

〇

公

認
さ

れ
た

も
の

と

し
て

歓
迎

す
べ

き
こ

と

と

な
る

。

　

御
前
道
場
と

し

て

の

上

天
竺

寺
が

聖
節
に

関
わ

る

の

は

当
然
と

言
え

ば

当
然
で

あ
る
が

、

こ

こ

に

も
や

は

り

観
音
信

仰
の

一

端
み

る

こ

と

が

で

き
よ

う
。

五

　

次
に

考
え

て

お

く
べ

き
は

、

天

子
の

行
幸
と

北

使
の

来
訪

で

あ

ろ

う
。

上

元
に

際
し
て

の

行
幸
は

、

上

天
竺

寺
の

地

理

的
位
置
か

ら
か

、

今
の

と
こ

ろ

知
り

え

な
い

が
、

い

わ

ば

遊
び

と

し
て

の

巡

幸
は

か

な

り

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る
。

例
え
ば

、

〔

宋
史
〕

巻
三

〇
・

本
紀
三

〇

に

よ

れ
ば

、

　

紹
興
十
八

年
春、

正
月
己

已
、

天
竺

寺
に

幸
し、

遂
に

玉

津
園
に

幸
す

。

と

高
宗
の

行
幸
を

記
す

。

〔

寺
志
〕

巻

＝
は

、

隆
興

元

年
（

＝

六

三
）

七

月、

孝
宗
が

初
め

て

上

天

竺

寺
を

訪
れ
た

と

し
、

さ

ら
に

乾
道
三

年

（

＝
六

七
）

二

月
に

も

行
幸
が
あ
っ

た

と

し
て

い

る
。

ま
た
〔

宋
史
〕

巻
三

四
・

本

紀
三

四
で

も
、

　

　
（

乾
道
四

年
春、

正

月
）

甲
申、

天
竺

寺
に

幸
し、

遂
に

玉

津
園
に

幸
す

。

と

孝
宗
の

行
幸
を

伝
え

る
。

例
は

右
に

と

ど

ま
ら
な
い

。

玉

津
園
は

、

紹
興
一

七

年
（

一
一

四
七
）

に

建
て

ら

れ
た

と
こ

ろ
で

、

天

申
節
に

は

こ

こ

で

燕
射
が

行
わ

れ
た

と

さ

れ
、

親
王

達
は

こ

こ

を
講
礼
の

所
と

し

た

と
い

う
（

〔

朝
野
雑
記
〕

甲
集
二
）

。

ま
っ

た

く
無
目
的
に

行
幸
が

な
さ

れ

た

と

は

思
え
な

い

が
、

そ

れ
で

も
か

な

り

遊
山
の

雰
囲

気
が
強
い

。

N 工工
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次
に

は
、

や
は

り

北
使
の

来
訪
を

挙
げ
て

お

く
べ

き
で

あ
ろ

う
。

周

知
の

ご

と

く
、

南
遷
の

の

ち
、

北
方
を

領
有
し
た

金
と
南
宋
と

は
、

対

立

と

和
平
の

両
様
の

関
係
を

持
続
し

、

和
平
の

間
に

は

使
節
の

交
換
も

あ
っ

た
。

特
に

乾
道
元

年
（

＝
六

五
）

、

金
の

海
陵
王

に

よ

る

乱
以

後

は
、

両
者
の

間
は

平
安
を
保
っ

た
こ

と
が

知
ら
れ

る
。

　

〔

宋
史
〕

巻

＝

九
、

礼
二

二

は
、

金

国
よ

り
の

使
節
の

来
訪
に

つ

い

て
、

宣
和
元

年
（

一
一
一

九
）

、

紹
興
三

年
（

＝
三

三
）

、

同
八

年
、

一

一

年
、

一

三

年
、

一

四

年
、

二

九

年
の

例
を

引
い

て

そ
の

さ

ま

を

伝

え
、

さ

ら
に

、

　

大
率

、

北

使
の

闕
に

至

れ
ば

、

先
ず
伴
使
を
遣

わ
し

て

御
筵
を

班
荊
館
く

赤

　

岸
に

在
り

、

府
を
去
る

こ

と
五

十
里
V

に

賜
い、

酒、

七

た

び

行

く
。

翌

　

日
、

舟
に

登
り

、

北

郭
の

税
亭
に

至
る

。

茶
酒
畢
り
て、

馬
に

上
り
て

余
杭

　

門
よ

り
入

り、

都
の

亭
駅
に

至
る

や
、

褥
被

、

鈔
鑼

等
を
賜
わ

る
。

明
日

、

　

臨
安
府
は

書
も
て

酒

食
を

送
り、

閤
門
よ

り
官
と
と

も
に

入

位
し、

朝
見
の

　

儀
を
具
す

。

（

中
略
）

之
に

見
ゆ
る

こ

と
二

日

し、

伴
使
と
偕
に

天
竺
に

住

　

き
て

焼
香

し
、

上
、

沈
香、

乳
糖

、

斎
筵

、

酒

果
を

賜
わ
る

。

な

ど

と
伝
え

る
。

北
使
を

め

ぐ
っ

て

の

儀
式
は

ま

だ

ま
だ

続
く
が

、

割

愛
し

よ

う
。

と

も
か

く
同
様
の

内
容
を

伝
え
る

〔

要
録
〕

巻
一

五

〇
、

紹
興

＝
二

年
（

二

四
三
）

の

条
で

は
、

そ
の

出
費
万
緡
で

あ
っ

た

と

伝

え

る
。

　

と
こ

ろ

で
、

右
の

引
用
文
か

ら

す
れ
ば

、

北
使
の

上

天
竺

寺
焼
香

が

最
初
か

ら
恒
例

と
な
っ

て
い

た

か

の

ご

と

き
感
を
受
け
る
が

、

〔

要
録
〕

巻
一

四
六

、

紹
興
一

二

年
の

条
で

は
、

南
宋
に

お

け
る

仏

教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

　

壬

子
、

金

国
の

大
使
劉
筈
等

、

上
天
竺

寺
に

往
き
て

焚
香
し

、

是
れ
よ

り
以

　

て

例
と

為
す

。

を
勘
案
す
る

な

ら
、

紹
興
一

二

年
以
後
の

こ

と

と

な

ろ

う
。

と

は

言

え
、

こ

れ

も
必

須
の

も
の

で

あ
っ

た

わ

け
で

も

な

い
。

〔

要
録
〕

巻
一

八

四
、

紹
興
三

〇
年
の

条
で

は
、

北
使
の

焼
香
を
や

め

る
べ

き
か

否
か

が

検
討
さ

れ
、

結
果
と

し
て

焼
香
が

あ
っ

た
こ

と

を

伝
え

る
一

方
、

巻

一

九
八

の

紹
興
三
二

年
の

条
で

は
、

と

り

や
め

と

な
っ

た

こ

と
を

伝
え

て

い

る
。

　
と
も
か

く
、

こ

こ

で

は
、

北
使
に

よ

る

上

天

竺
寺
訪
問
の

あ
っ

た
こ

と

を
知
れ
ば

十
分
で

あ
ろ

う
。

そ

し
て

そ

こ

に

は
、

半

遊
牧
民
で

あ
っ

た

女
真
族
に

よ

る
、

積
極
的
な

中
国
文
化
の

摂
取
の

意
気
込
み
と

、

臨

安
を
代
表
す
る

寺
院
を

参
観
さ
せ

る

こ

と
に

よ

る

南
宋

側
の

文
化
誇
示

と
い

っ

た

も
の

が

あ
っ

た

こ

と

も

窺
い

う

る
。

亠

ノ 丶

　
以
上

、

筆
者
の

看
見
し

た

資
料
が
限
ら
れ

た

た
め

、

相
国
寺
に

お

け

る
一

二

の

機
能
の

総
て

を
、

上
天
竺

寺
の

上
に

見
出
し

え

な

か
っ

た
。

そ

れ
ら
に

つ

い

て

は
、

今
後
の

課
題
と

し

な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。

た

だ

南
宋
一

代
の

流
れ

を
み

る

と
、

御
前
道
場
上

天

竺

寺
の

位

置
は

変
ら
ぬ

も
の

の
、

上

天
竺
寺
に

次

ぐ

か
、

あ
る

い

は

同
等
の

扱
い

を

受
け
た

寺

が

臨
安
府
に

存
し

た
こ

と

も

注
意
し
て

よ

い
。

一

つ

は

法

恵
（

慧
）

寺

で

あ
り

、

一

つ

は

明
慶
寺
で

あ
る

。

ま

ず
法
恵
寺
に

つ

い

て

み

て

お

こ

二

二

一
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う
。

南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の

一

側
面
（

永
井
）

　

な

ぜ

法
恵
寺
を

挙
げ
る

の

か

と
い

う

と
、

〔

会
要
〕

礼
一

八

の

紹
興

七

年
（

＝

三

七
）

の

条
で

、

　

六

月
二

十

日、

詔
し

巴
り
て

、

上

天
竺
の

観
音
を
迎

請
し、

法
慧
寺
に

就
い

　

て
、

祈
り

て

雨
沢
を
求
め、

臨
安
府
に

令
し
て

屠
宰
を

禁
ぜ
し

め、

三
日

す

　

る

も
、

井
び

に

鶏
鴨
の

類、

並
て

宰
殺
を

得
ざ
ら
し

む
。

其
の

後
、

法
慧
寺

　

廃
す
る

に
、

遠
蹕
の

懐
い

を
為
し

、

毎
の

迎
請
は

明
慶
寺
に

就
い

て

す
。

と

す
る

か

ら
で

あ
る

。

ち
な

み
に

筆
者
は

、

先
の

明
慶

寺
に

つ

い

て

考

え
た

所
論
の

中
で

〔

淳
祐
臨
安
志
〕

に

所

載
の

法
慧
寺
を

も
っ

て

法
恵

寺
に

擬
し

う
る

か

も
し

れ

な
い

と
し

た
。

こ

の

考
え

方
の

是
否
は

今
も

っ

て

決
し

え
な
い

の

だ

が
、

法
慧
寺
が

廃
さ
れ

た

理

由
を
推
論
し

た

段

は

明
ら

か
に

な
っ

た
。

そ

れ

は

〔

要
録
〕

巻
七

二
、

紹
興
四
年
（

＝

三
四
）

正

月
の

条
に

、

　

戍
午、

法

慧
寺
を
以
て

秘
書
省
と

為
す

。

と

あ
る

か

ら
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は

〔

威
淳
臨

安
志
〕

巻
七

、

「

秘
書

省
」

の

段
で

　

天
井
坊
の

左
に

在
り。

東
部
に

て

は

禁
中
に

建
つ

。

紹
興
の

初
め

、

権
に

法

　

恵
寺
に

寓
す

、

云
々

。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（

19
）

と
す
る
こ

と
か

ら

も
証
し

う
る

。

と

す
る

と

〔

淳
祐
臨
安
志
〕

が
、

法

恵

寺
の

歴

史
を
述
べ

る

中
で

、

秘
書

省
と

の

関
係
に

触
れ

な
い

こ

と
は

や
は

り

変
だ
と

い

う
こ

と
に

も
な

る

の

だ

が
。

さ

ら
に

そ
の

所
在
の

地

も
、

秘
書
省
の

あ
っ

た

天
井

坊
と

同
位

置
な
の

か

ど

う

か
。

〔

要
録
〕

二

二

二

巻
一

五

〇
や

、

〔

威
淳
臨
安
志
〕

か

ら

す
れ
ば

、

秘
書
省
が

法
慧
寺

に

置
か

れ

た
こ

と

は
、

あ
く
ま

で

仮
寓
で

あ
っ

て
、

紹
興

二
二

年
に

、

火

災
を

慮
っ

て

重

建
さ
れ

た

ー
こ

れ
は

明
ら
か

に

天
井
坊
で

あ
る

ー

こ

と
が

知
ら
れ

る

か

ら
で

あ

る
。

紹
興

八

年
、

臨
安
が

行
在
所
か

ら
正

式
の

首
都
に

な

る
こ

と

は

周

知
の

ご

と

く
で

あ
る

が
、

そ

れ
以
前
の

準

備
作
業
の

波
が

法
恵
寺
に

も

及
ん

だ
の

で

あ
る

。

　
ま
た

先
に

掲
げ
た

〔

会

要
〕

と

〔

要
録
〕

は

そ
の

内
容
に

齟
齬
の

あ

る

の

も
問
題
と

な
ろ

う
。

こ

の

点
を

ど

う

斟
酌
し

た

ら
よ

い

の

か
。

筆

者
は

今
の

と
こ

ろ

そ

の

解
答
を

持
ち

合
せ

て

い

な
い

。

秘
書
省
と

法
恵

寺
が

雑
居
し

た
こ

と

も
考
え

ら

れ
る

。

秘
書
省
は

今
日

風
に

言

え
ぽ
文

　
　

　

　
　

　
（

19
）

物
保
管
所
で

あ
る

。

少
な

く
と

も
、

〔

要
録
〕

巻
六

二

の

紹
興
三

年
正

月
の

条
で
、

　

庚
辰、

礼
官
の

議
を

用
て

、

歳
に

春
秋
の

二

の

仲
を
以
て

、

宗

室
の

環
衛
官

　

を
法
恵
寺
に

遣
わ
し、

諸
陵
を
望

祭
す
る
の

礼
を

行
ぜ

し

む
。

時
に

庶
事

、

　

位
牌
を

草
剏
す
る

に、

但
、

白
木
黄
紙
を

以
て

之
を

為
る

。

紹
興
の

末
、

乃

　

ち
改
作
す

。

と

す
る
こ

と

か

ら
み

れ

ば
、

法
恵
寺
が

先

帝
を

祀
る

際
に

利
用
さ

れ
た

こ

と

も

推
察
さ
れ

る
。

あ
る

意
味
で

、

秘
書
省
と

も
ど

も

皇
帝
の

機
関

で

あ
る

。

と

す
れ
ば

、

仮
寓
の

表
現
か

ら

推
し

て

も
、

両

者
が

併
置
さ

れ
た

可
能
性
を
否
定
で

き
な
い

。

　
と
こ

ろ
で

、

法
恵
寺
で

祈
雨
の

祈
疇
が

あ
る

時
、

上
天

竺
寺
の

観
音

像
が

迎

請
さ

れ
た

と

は

ど

う
い

う
こ

と

か
。

そ

れ
が

、

実
際
に

像
を

搬
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出
し
て

な
さ

れ

た
こ

と

ら
し

き
こ

と

は
、

〔

仏
祖
統
紀
〕

巻
四

七
・

四

八

の

記
事
か

ら
も
推
測
し

う
る
（

→

卜
O

ー
お
虧

げ

・

ホ
ト。

げ
）

。

　

さ
ら
に

、

〔

銭
塘
遺
事
〕

巻
一

「

三

天

竺
」

は
、

　

上
中

下
の

天
竺
三

寺
は

相
い

連
る

。

其
の

三

門
は

霊
隠
と

共
に

入
る

。

扁
に

　

霊
隠
天
竺
の

門
と
日

う
。

惟
だ

上
天

竺
の

み、

観
音
の

正

殿
に

坐
す
に

係
わ

　

る
。

勅
賜
し

て

霊
感
と

号
す

。

臨
安
の

祈
薦
に

は
、

則
ち

之
を
迎

奉
す

。

勅

　

有
り
て

宝
厨、

頂
絡
の

諸
宝
を

賜
り、

其
の

上

を
飾
ら
し
む

。

両
珠
有
り

、

　
一

は

赤、

一

は

白
に

て
、

日

月
珠
と

名
つ

く
。

又
、

白
黒
の

相

間
に

有
り
て

　

棗
核
の

様
の

如
き

、

鬼
谷

珠
と

名
つ

く
。

又
、

一

大

珠
は

珠
母
と

名
づ

け
、

　
一

大
珠
は

猫
児
眼

睛
と
名
つ

く
。

迎
奉
に

遇
う
ご

と
に

、

則
ち

此
の

飾
り
を

　

加
う

。

亦
た

曽
て

迎
え
て

大
内
に

入

ら
し
め

祈
薦
す

。

と

あ
る

の

も
証
左

と

な
ろ

う
。

観
音
の

木
像
は

麗
々

し

く

飾
り

立
て

ら

れ
て

迎

え

ら

れ
た
の

で

あ
る

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

20
）

　

法
恵
寺
に

つ

い

て

は
、

こ

れ
以
上

論
じ

え

な
い

。

法
恵
寺
が

秘
書
省

に

利

用
さ
れ

た
こ

と

が

そ

う

さ
せ

る

が
、

結
局

、

そ

れ
に

代
る

も
の

と

し
て

位
置
付
け
ら
れ

る

の

が

明
慶
寺
で

あ
る

。

七

　
紹
興
四

年
、

法
恵

寺
が

秘
書
省
に

な

る
と

、

そ
の

機
能
を

肩
が

わ

り

す
る

道
場
と

し

て
、

明

慶
寺
が
浮
上

し

て

く
る

。

明
慶
寺
自
体
は

、

古

い

歴

史

を

持
つ

。

　
す
な

わ

ち

〔

威
淳
臨
安
志
〕

巻
七

六

は

次
の

よ

う
に

伝
え
る

。

　

明

慶
寺
は
、

木
子

巷
の

北
に

在
り。

唐
の

大
中
二

年、

僧
景
初

、

建
て

て

霊

南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

　

隠
院
と
為
す

。

大
中

祥
符
五

年、

今
の

額
に

改
め

て

中
興
す

。

駐
騨
し

て

東

　
　

　
　
　
　

　
な

ぞ
ら

　

京
の

大
相
国

寺
に

視
う
。

凡
そ

朝
廷
の

雨
暘
を

疇
り

、

宰
執
百
僚

、

聖
節
道

　

場
を

建
散
す
る

こ

と

威
く
在
り

。

淳
熙
十
四

年
六
月、

嘉
定
元
年
六

月
、

嘉

　

煕
四

年
七

月
、

皆
な

以
て

雨
を

疇
り、

車
駕
臨
幸
す

。

理
宗
皇
帝、

回

鑾
撒

　

蓋
す
る
や、

甘
雨、

随
至

す
。

平
章
の

喬
粛
公

行
簡

、

詩
を

献
じ
て

賀
し

、

　

上
、

韻
を

用
い

以
て

賜
う

。

又、

明

慶
の

二

大
字
を
御
書
す

。

淳
祐
六

年
、

　

重
ね
て

法
堂
を

建
て
、

南
山

道
場
と

御
書
し
て

額
と
為
す

。

景
定
三

年
、

閣

　

蔵
を

建
て

、

扁
を

御
書
し
て、

宸
奎
万

寿
之
閣
と

日

う。

威
淳
三

年
、

祝
聖

　

を

大
仏
宝
殿
に

建
つ

。

寺
に

蘇
文
忠
公
の

書
せ

る

観
音
経
碑

、

及
び
題
識

、

　

大
智
祖
師
の

書
せ

る

弥
陀
の

字
の

碑
有
り

。

法
悪
堂

、

明
碧
軒
あ
り

〈

並
に

　

淳
祐
七

年
に

重
建
す
〉

。

〔

武
林
梵
志
〕

巻
一

の

伝
え
る

と
こ

ろ
は

、

右
と
ほ

ぼ

同

内
容
で

あ
る

が
、

〔

中
国
方
志
叢
書
〕

第
五
一

四

冊
の

所
収
に

な

る

〔

淳
祐
臨
安
志
〕

は

今
少
し

詳
し

く
伝
え
て

い

る
。

す
な
わ

ち

嘉
定
元

年
（

＝
一

〇
八
）

六

月
に

は
、

祈
雨
の

効
果
あ
り
と

し
て

、

寧
宗
よ

り

住
持
法
光
が
右
街

僧

録
に

任
じ

ら

れ
た

と
い

う
。

ま

た

そ
れ
以

前
の

治
平
年
間
（

一

〇
六

四

ー

一

〇
六

七
）

に

は

宝

月

禅
師
に

よ
る

法
惡
堂
の

修
広

、

淳
祐
七

年
（

＝
一

四
七
）

冬
、

住
持
聞
思
に

よ

る

庫
堂
の

重
建
が

あ
っ

た

と
い

う
。

　

光
律
師
と

呼
ば

れ
た

法
光
に

つ

い

て

は

今
の

と
こ

ろ

知
り

え

な
い

。

宝
月

、

聞
思
に

つ

い

て

も
確

定
し

え

な
い

部
分
が

残
る

。

　

い

ず
れ
に

せ

よ
、

律
師
が

住
し

、

南
山

道
場
と

賜
額
さ
れ

た
こ

と

か

ら

も
理

解
で

き
る

よ

う
に

、

明
慶
寺
は

律
寺
と

し

て

あ
っ

た

の

で

あ

り
、

〔

都
城
紀
勝
〕

の

「

三

教

外
池
」

の

項
で

も
、

二

二

三
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南
宋
に

お

け
る

仏
教
信

仰
の
一

側
面
（

永
井
）

凡
そ

仏
寺
は
、

諸
の

大
禅
刹
の

霊
隠
・

光
孝
等
の

寺

の

如

き、

律
寺
の

明

慶
・

霊
芝
等
の

寺
の

如
き、

教
院
の

大
伝
法
・

慧
林
・

慧
因

等

の

如

き
よ

り、

各
お

の

百

数
所
を
下

ら
ず

。

と

伝
え
て

い

る
。

明
慶
寺
の

位

置
、

「

木
子
巷

の

北
」

も
、

光
緒
二
二

年
（

一

八

九
六
）

刊
行
の

〔

西

湖
遊
覧
志
〕

な
ど
に

よ
っ

て
、

具
体
的
に

　
　
　
（

21
）

措
定
し

え

る
。

注
意
す
べ

き
は

、

〔

威
淳
臨
安
志
〕

が
、

明
慶
寺
を
「

大

相
国
寺
に

視
う

」

と

位
置
付
け
る

こ

と
で

あ
ろ
う

。

　

唐
の

創
建

、

北
宋
代
に

中
興
さ
れ

た

と

は

言
っ

て

も
、

特
に

著
名

と

も
思
え

な
い

明
慶
寺
が

、

南
宋
に

入
っ

て
、

一

時

的
な
が

ら

そ
の

名
を

歴
史
に

留
め

た

理

由
を

、

右
の
一

段
は

示

し
て

い

る
。

そ
こ

に

は
、

臨

安
遷
都

、

法
恵
寺
の

秘
書
省
転
換
な

ど
の

偶
然
も

介
在
す
る

。

　
い

ず
れ
に

せ

よ
、

明
慶
寺
が

上

天
竺

寺
と
同
じ
よ

う
に

重
視
さ

れ

る

の

は

紹
興
四
年
以
後
の

こ

と
と

み

て

よ
い

。

た

だ
、

そ
の

初
期
か

ら

明

慶
寺
が

上

天
竺
と
対
等
で

あ
っ

た

か

否
か

は

確
証
が

な
い

。

例
え
ば

、

〔

要
録
〕

巻
八

五
の

紹
興

五

年
（

一

二
二

五
）

二

月
の

条
を

み

る

と
、

臨

安
を

行
在
所
と

し
て

い

る

高
宗
に

対
し

て
、

太
廟
の

設
置
を
め

ぐ
っ

て

の

建
議
が

な
さ

れ
、

も
し

や

む

を

え

な
い

な

ら
明

慶
寺
を

太
廟
と

し
て

も
よ

い

と
い

う

意
見
が

あ

る

中
で
、

結
局
は

行
在

所
に

本
格
的
太

廟
を

設
け
る

こ

と
は

、

北
地

奪
回

の

望
み

を

自
ら

断
つ

こ

と
に

な

る

と
い

う

こ

と
で

結

着
を
み

る
。

主

眼
は

太
廟
を

め

ぐ
っ

て

で

あ
る

が
、

こ

こ

で

は
、

皇
帝
の

判
断
に

よ
っ

て

は

太
廟
が

設

置
さ
れ
た

か

も

し

れ

な

い

紹
興
初
期
の

明
慶
寺
の

位

置
が

推
測

さ

れ

る
。

先
に

引
い

た

〔

会
要
〕

一
＝
一
四

礼
一

八

の

紹
興
七

年
六

月
二

〇
日
の

条
の

末
尾
が

、

「

其

の

後
、

法
慧

寺
廃
す
る

に
、

遠
蹕
の

懐
い

を

為
し

、

毎
の

迎

請
は

明
慶
寺
に

就
い

て

す
」

と

す
る

「

其
の

後
」

は
、

具
体
的
な

時
点
を

さ

す
わ

け
で

は

な
い

で

あ
ろ
う

し
、

「

毎
の
」

も、

流
動
的
で

あ
ろ

う
。

〔

宋
会
要
〕

に

よ

る

か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

マ

　

ぎ
り

、

明

慶
寺
へ

の

観
音
迎

請
は

、

隆
興
四

年
（

＝

六

六
？

）

六

月
、

ハ
マ

マ　

同
七

年
（

＝

六

九
？

）

五

月
、

紹
煕
元
年
（

一
一

九

〇
）

六

月
、

慶
元

三

年
（

二
九
二
）

五

月
、

同
六

年
（

＝
九
五
）

四

月

の

祈
雨、

開
禧
二

年
（

一

二

〇
五
）

＝

月
の

祈
雪
の

例
な

ど
が

知
ら

れ
る

。

　
さ

ら
に

〔

宋
史
〕

巻
三

五
は

淳
熙
一

〇
年
（

一
一

八

三
）

七

月
に

、

巻

三

九

は

嘉
定
元
年
（

＝
一

〇
八
）

閏
四
月
と

八

年
四

月
に

、

そ

れ

ぞ

れ

祈

雨
の

あ
っ

た

こ

と
を
伝
え

る
。

こ

れ

も
上

天

竺
寺
の

観
音
を

迎

請
し

て

の

も
の

で

あ
っ

た

こ

と
は

確
実
で

あ
る

。

　
と
こ

ろ

で
、

〔

宋
会
要
〕

礼
一

四
の

隆
興
二

年
（

＝
六
三
）

の

条
で

、

　

立

春
の

後
の

丑
の

日
、

風
師
を

銭
湖
門
外
に

祀
る
。

其
の

日、

大
礼
し

て

誓

　

戒
を

受
け、

権
に

明
慶
寺
に

祀

り
、

並
て

之
に

従
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

22
）

　
風
師
は

所

謂
風
伯
の

こ

と

で

風
の

神
で

あ
る

。

〔

宋

史
〕

が

伝

え
る

と

こ

ろ

か

ら
み

れ
ぽ

、

「

権
に
」

で

は

あ
っ

て

も
、

風
師
を

明
慶
寺
に

祀
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（

23
）

こ

と

は
、

仏

教
の

側
か

ら

す
れ

ば
好
ま

し

い

こ

と

で

は

な
い

。

そ
れ
が

祀
ら

れ
た

と
い

う

事
実
は

、

や

は

り

明

慶
寺
の

性
格
の
｝

端
を

窺
わ
せ

る

も
の

と
は

言
い

う

る

で

あ
ろ

う
。

そ

し
て

、

右
の

よ

う

な

明

慶
寺
の

動
き
の

中
で

も、

上

天

竺

寺
は

既
述
の

機
能
を

維
持
し

た
の

で

あ
る

。

　
と
こ

ろ

で
、

〔

威
淳
臨
安
志
〕

の

「

視
相
国
寺
」

に

該
当
す

る

事
項
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を

み

る
に

は
、

右
の

祈
雨
だ

け
で

は

十
分

で

は

な

い
。

ま

ず
〔

夢
梁

録
〕

巻
三

に

よ

る
と

、

四

月
の

寿
和
聖
福
皇
大
后
の

聖

節
に

あ
た
っ

て

　

初
八

日
は
寿
和

聖
福
皇
太

后
の

聖
節
な
り

。

前
一

か

月、

尚
書
省
枢
密
院
の

　

文
武
百
僚
は、

明
慶
寺
に

詣
り
て

祝
聖
道
場

を

啓
建
す

。

（

中
略
）

初
六
日、

　

尚
書
省
の

宰
執、

宣
教
郎
以

上
を

率
い

て

並
に

明
慶
寺
に

詣
り、

祝
聖
道
場

　

を
満
散
す

。

と
、

祝
聖
の

行

事
の

あ
る

こ

と

を

伝
え

、

さ
ら

に

　

四

月
初
九
日
は

、

度
宗
の

生
日
な

り
。

尚
書
省
枢
密
院
の

官
僚、

明

慶
寺
に

　

詣
り、

前
の

如
く

開
建
満
散
す

。

と
、

乾
会
節
に

あ
た
っ

て

の

行
事
を

伝
え
て

い

る
。

　

聖
節
に

あ
た
っ

て

の

道
場
の

啓
建
満
散
は

、

か

な

り

厳
密
に

行
わ

れ

た

は

ず
で

、

〔

朝
野
雑
記
〕

乙

集
巻
三

「

淳
熙
諒
闇

罷
誕
節
正

旦

慶
礼
」

で

は
、

　

寿

皇
、

高
廟
の

喪
に

居
る

に
、

未
だ

月
の

改
ま

ら
ざ
る

に

慶
節

に

値

い

会

　

う
。

時
に

百

官
、

故

事
を

以

て

明

慶
寺
に

於
い

て

祝
延
す

。

遂
に

緇
徒
に

命

　

じ
て

経
行
せ

し

む
。

満

散
の

と
き
は

、

百
官、

皆
な

勉
め

て

赴
く

。

と

伝
え

る
。

淳
煕
は

孝
宗
代
で

あ

る
か

ら
、

〔

夢
梁
録
〕

の

伝
え

る

時

点
以
前
で

あ
る

。

右
の

文
か

ら
す

れ

ぽ
、

淳
熙
一

四

年
（

＝
八

七
）

、

す
で

に

譲
位
し

て

い

た

高
宗
が
一

〇
月
八

日

に

没
し

た
。

し

た
が
っ

て

寿
皇
（

孝
宗
）

は

喪
中
で

あ
っ

た

は

ず
で

あ
る

が
、

聖

節
（

会
慶
節
“
一

〇
月
二

二

日
）

に

な
っ

た
た

め
、

明
慶
寺
で

祝
聖
の

行
事
が

あ
っ

た

こ

と
に

な
る

。

喪
を
と

り

や
め

て

ま
で

の

聖
節

は
、

一

見
奇
異

で

あ

る

　

　
　
南
宋
に

お

け
る

仏

教
信
仰
の

一

側
面
（

永
井
）

が
、

高
宗
と

孝
宗
は

同
じ

趙
氏
の
一

族
で

あ
っ

て

も
か

な

り
遠
い

血

縁

で

あ

り
、

ま

だ
高
宗
が

譲
位
し

て

か

ら
で

も
二

五

年
の

歳
月
が

経
て

い

る
。

そ

れ
ら
が
喪
中
に

も
か

か

わ

ら

ず
、

と
い

う
こ

と

に

な
る

遠
因
で

あ
ろ

う

か
。

　

そ

れ

は
と

も
か

く、

明
慶
寺
で

聖
節
を

祝
う
こ

と
が

い

か
に

重
要
で

あ
っ

た

か

を
推
測
せ

し

め

て

十
分
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

重

視
さ
れ

る

明
慶
寺
で

あ
る

か

ら
、

北

使
の

訪
問
が

あ

っ

て

も

当
然
で

あ
ろ

う
。

〔

夢
梁
録
〕

巻
一

は
、

正

月
三

日

に

　

翌
日

、

明

慶
・

霊
隠
等
の

寺
に

至

り
て

焼
香
し、

次
い

で

玉

津
御
園
に

至
り

　

弓
を

射
る

。

と
述
べ

て

い

る
。

こ

の

記
事
を

、

〔

要
録
〕

巻
一

四
六

の

紹
興
一

二

年

（

一
一

四
二
）

九
月
の

条
で

、

　

壬

子、

金
国
の

大
使
劉
筈
等

、

上

天
竺

寺
に

往
き
て

焚
香
す

。

是
れ
よ

り
以

　

て

例
と

為
す

。

と

述
べ

る

こ

と
を

勘
案
す

る

な

ら、

あ

る
い

は

北
使
は

上

天

竺
寺
や

明

慶
寺

、

さ
ら
に

霊
隠
寺
と

、

臨
安
の

名
刹
を

経
め

ぐ
っ

た

と

も
考
え

う

る

で

あ
ろ
う

。

　

明
慶
寺
の

機
能
は

右
だ

け
で

は

な
い

。

〔

西

湖
老
人
繁
勝
録
〕

の

「

混

補
年
」

の

項
は

、

科
挙
に

際
し

て
、

明

慶
寺
が

他
の

寺
と

と

も
に

貢
院
（

試
験
場
）

に

利
用
さ
れ

た

こ

と

を
述
べ

る
。

　

諸
路
の

士

人
、

之
を
尋

常
に

比
ぶ

れ
ぽ

十
倍
に

し
て

、

十
万

人
の

納
巻

有
れ

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
二

二

五
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南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

ば、

則

ち
三

つ

の

貢
院
の

駐
著
ま

る

も

の

諸
多
な
り

。

士

子、

権
に

仙
林

寺、

明

慶
寺

、

千
頃
寺、

浄
住
寺

、

昭
慶
寺、

報
恩
観

、

元
真
観
を

借
る
。

大
学

、

武
学

、

国
子
監、

皆
な
貢
院
と

為
り、

分
経
入
試
す

。

　

い

ず
れ

も
、

臨
安
の

寺
観
や

国
家
機
関
で

あ
る

。

事
の

あ
る

時
に

寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

24
）

院
の

伽
藍
が

利

用

さ

れ
る

の

は

科
挙
に

限
ら

な
い

が
、

そ

れ
に

し

て

も

明

慶
寺
が

特
例
で

な

か
っ

た

こ

と

は

判
明
し
よ

う
。

右
の

〔

西

湖
老
人

繁
勝
録
〕

の

記
事
が

、

具
体
的
に

何
時
の

こ

と
か

定
か

で

な
い

が
、

例

え
ば

〔

要
録
〕

巻
八

の

紹
興
五

年
（

一

＝
二

五
）

四

月
の

条
で

も

　

丁

巳
、

詔
し

て、

省
試
の

挙
人
の

、

臨
安
府
内
外
の

寺
観
に

安
泊
す
る

を

許

　

す
。

な

ど
と

あ
る

の

も

傍
証
と

な

ろ

う
。

　

以
上

、

上

天
竺

寺
、

法
恵
寺

、

明

慶
寺
の

三

箇
寺
の

動
向

を

通

し

て
、

南
宋
に

お

け

る

国
家
体
制
と

仏
教
教
団
と
の

関
係

の

一

端

を

み

た
。

客
観
的
に

評
す
れ
ば

、

こ

れ

を

も
っ

て

国
家
と
仏
教

と
の

癒
着

、

あ
る

い

は

仏
教
の

変
節
と

す
る
こ

と
も
可
能
で

あ
ろ
う

。

　

し

か

し
、

南

宋
と
い

う

限
定
を

与
え

、

中
国
仏

教
が

固
有
に

持
つ

性

格
を

勘
案
す
る

時
、

そ
れ

を

簡
単
に

論
評
す
る

こ

と
は

で

き
な
い

の

で

は

な
い

か
。

か

え
っ

て
、

そ
の

よ

う
な

営
み

の

中
に

、

中
国

仏
教
の

特

質
の

さ

ら

な

る

明

確
化
を
は

か

り
、

と

同
時
に

、

中
国
の

民
衆

、

あ
る

い

は

権
力
者
が

、

仏
教
を

ど
の

よ

う
に

捉
え
た

か
、

ま
た

仏
教

を

荷
っ

た

人
々

自
身
が

仏
教
を

ど
の

よ

う
に

捉
え
て

い

た

か

を

見
出
さ
ん

と

す

二

二

六

る
ほ

う
が

、

よ

り

意
味
の

あ

る
こ

と
の

よ

う
に

思
う

。

注
（

1
）

　
上

天
竺

寺
も

含
め

て

杭
州
を
中

心
と
し

た

寺
院
の

現
況

に

つ

い

て

　
　
は

、

筆
者
も
参
加
し

て

い

る

駒
沢

大
学
仏
教

史
蹟
参
観
団
に

よ

る

〔

中

　
　
国
仏

蹟
見
聞
記
〕

の

第
二

集
が

あ
り

、

別
に

大
正

大
学
の

有
志
を

中
心

　
　
と

す
る

方
々

の

〔

江
南
紀
行
〕

、

さ

ら

に

大
正

大
学、

村
中

祐
生

〔

現

　
　
代
中
国
仏
教
見
聞
〕

が

あ
る

。

（

2
）

　
鈴
木
俊
〔

中
国

史
〕

勺

』
一

。。
。

ま
た

入

矢
義

高
・

梅
原
郁
〔

東
京
夢

　
　
華
録
〕

に

お
け

る
注
も

、

北
宋
文
化
と

南
宋
の

そ

れ
の

対
比

を
髣
髴
と

　
　
さ
せ

る

も
の

が

少
な
く
な
い

。

（

3
）

　
高
雄
義
堅
〔

宋
代
仏
教

史
の

研
究
〕

は、

神
宗

、

熙
寧
八

年
（

一

〇

　
　
七

五
）

八

月、

詔
に

よ

っ

て

祠
部
の

給
牒
に

よ
る

住
持
補
任
制
度
が

確

　
　
立

し
た

の

に
、

寧
宗
代
に

な
っ

て
、

再
び

勅
差

寺
院
制
が

復
活
し
た
こ

　
　
と

を
、

岳
珂

〔

愧
刻
録
〕

巻
一

〇
「

寺
観
刺
勅
差
住
持
」

を

引
い

て

論

　
　
じ
て

い

る
。

右
に

よ

っ

て

少
な

く

と

も
、

径
山

、

浄
慈

、

霊
隠

、

天

　
　
竺

、

雪

峰
、

南
華
の

各
刹
が

、

勅
差

寺
院
と
な
っ

た
こ

と

が

知

ら

れ

　
　
る

（

勺

』
O

）

。

な
お

勅
差
住
持
制
を
め

ぐ
っ

て

の

高
雄
氏
の

所
論
に

つ

　
　
い

て

は

疑
問
も
呈

さ
れ
て

い

る

（

石
川
重
雄
「

宋
代
勅
差

住
持
制
小

考

　
　

i
文
書
用
式
を

中
心
と
し

て

　
　
」

〔

立
正

大
学

大
学
院

年
報
〕

四
）

。

　
　

蛇
足
で

あ
る

が、

所
謂、

五

山
十

刹
諸
山
と

見
な

さ

れ
た

寺
院
も、

一

　
　

面
で

は

十

方
住
持
制
で

あ
り
な
が

ら
、

ま
た

勅
差
寺
院
で

あ
っ

た
と

言

　
　

え
よ
う

。

と
こ

ろ

で

筆
者
は

い

ま

「

五

山
十
刹
」

と

述
べ

た
が

、

そ
の

　
　

語
自
体
を
記
す
宋
濂
の

「

住
持
浄
慈
禅
寺
孤
峰
徳

光
塔
銘
序
」

（

「

宋
学

　

士

集
四

〇
） 、

あ
る

い

は

そ
の

具
名
を

、
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余
杭
の

径
山

、

銭
塘
の

霊
隠

、

浄
慈

、

寧
波
の

天
童

、

育
王

等
の

寺

　
　
　
を

禅
院
の

五
山
と

為

す
。

（

中
略
）

又、

銭
塘
の

上
竺、

下
竺、

温

　
　
　
州
の

能
仁、

寧
波
の

自
蓮
等
の

寺
を
教
院
の

五

山
と

為
す

。

　
　
と

記

す
〔

七

脩
類
稿
〕

五

も
、

い

ず
れ
も

明
代
の

資
料
で

あ
る

こ

と
は

　
　
注
意
し

て

お

い

て

よ

い
。

（

4
）

　
拙
稿
「

中
国
に

お

け
る

国
家
と

宗
教

ー
宋
代、

禅
宗
寺
院
の

経
済

　
　
を

手
が
か

り
と
し
て

ー
（

〔

禅
学
研
究
〕

六

五
）

。

（

5
）

　
上

杉
文
秀
〔

日

本
天
台

史
〕

正、

＝
四

頁
。

さ

ら
に

近
年

、

上
天

　
　
竺

寺
の

動
向
を
め

ぐ
っ

て

石

川
重

雄
「

宋
代
杭
州
上

天
竺

寺
に

関
す
る

　
　
一

考
察
」

（

〔

社
会
文
化
史
学
〕

二
一
）

が
あ
っ

て

詳
し

い
。

（

6
）

〔

帰
田

録
〕

巻
一

は

　
　
　

太
祖
皇
帝

、

初
め

て

相

国
寺
に

幸
す

。

仏
像
前
に

至

り
て

焼

香
し

、

　
　
　
当
に

拝
す
べ

き
か

拝
さ
ざ

る
べ

き
か

を

問
う

。

僧

録
賛
寧
奏
し

て

曰

　
　
　
く、

拝
せ

ざ
れ

。

其
の

何
の

故
か

を
問
う

に

対

え

て

曰

く、

見
在

　
　
　

仏
、

過
去
仏
を

拝
せ

ず
と

。

賛
寧
は

頗
る

書
を

知
り、

口

弁
有
り

。

　
　
　

其
の

語、

俳
優
に

類
と

雖
も、

然
し

て

上

意
に

適
会
し、

故
に

微
笑

　
　
　
し
て

之
を

頷
ず

。

因
り
て

以
て

定
制
と

為
す

。

今
に

至
り

て
、

行
幸

　
　
　
し

焚
幸
す
る

に

皆
拝
さ

ず
。

議
す
る

者
、

以
て

礼
を

得

た

り

と

為

　
　
　

す
。

　
　

と
記
す

。

（

7
）

　
民
衆
の

仏

教
信
仰
を

考
え
る

上
で

、

観
音
信
仰
の

占
め

る

位
置
は

小

　
　
さ

く
な
い

。

そ

れ
は

〔

香
山

宝
巻
〕

の

世
界
に

象
徴
さ

れ
る

よ

う
に、

　
　
も
は

や

仏
教
と

い

う
ワ

ク

の

埓
外
に

あ
る
と

も

言

え

よ

う
。

遊
佐
昇

　
　
「

道
教
と

文

学
」

（

〔

道
教
2

1
道
教
の

展
開

−
〕

所
収
）

に

よ

れ

　
　

ば
、

〔

香

山
宝
巻
〕

の

淵
源
を

宋
の

蒋
之
寄
に

よ

る

「

観
音
伝
」

に

求

南
宋
に

お
け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

め

う
る
と
い

う

（

勺゜
ω
 
 
）

。

こ

の

点
に

は
、

後
出
の

吉
岡
義
豊
氏
の

論
と
は

若
干
の

齟
齬
が

あ
る

よ

う
に

思
わ
れ
る

。

い

ず
れ
に

し
て

も、

〔

香
山

宝

巻
〕

の

成

立
は

、

す
で

に

北
魏
に

お

い

て

そ
の

盛
行
を
み

た

観
音
信
仰
が、

さ

ら

な
る

展
開
を
み

せ

た

も
の

と

言
え
よ

う
。

吉
岡
義

豊
氏
が

紹
介
論
考
さ

れ
る
よ

う

に、

乾
隆
版
の

〔

香
山

宝
巻
〕

は

そ
の

冒
頭
に

、

崇
寧
二

年
（

＝
〇
三
）

に

上

天
竺

寺
の

普
明
が
こ

の

宝
巻

を
作
っ

た
と
し

て

あ
る

（

〔

道
教
研
究
〕

四
、

勺
゜

旨
一

）

。

普
明
の

名
は

〔

上
天
竺

講
寺
志
〕

に

そ
の

名
を
見

出
し

え
な
い

。

ま
た

南
宋
に

お

け

る

観
音
信
仰
に

つ

い

て

考
え
る

上
で

は
、

岡
部
和
雄
「

『

十
句

観
音
経
』

の

由
来

ー
と

く
に

『

高
王

観
世
音

経
』

と
の

つ

な
が
り

ー
」

〔

桜
井

秀
雄
博
士

古
稀
記
念

論
文
集
・

仏
教
文
化

の

諸
相
〕

が
、

〔

十
句

観
音

経
〕

の

成
立
を

宋
代
に

擬
せ

ら
れ
て

い

る
の

も

参
考
と
な
る

。

筆
者
が

偶
見
し

た

〔

能
改
斎
漫
録
〕

巻
一

八
に

は
、

煕

寧
年
間
（

一

〇
六

九
ー

一

〇
七
七
）

に、

駕
部
郎
中
の

徐
師

回
が

得
た

も

の

と

し

て

「

観
世

音
、

南

無
仏、

与
仏

有
因

、

与
法
有

縁
、

仏
法

相
因

。

行
念
観
世
音

、

坐

念
観

世
音

。

念
念
不

離
心、

念
念
従
心
起
」

の
一

文
を

紹
介
し
て

い

る
。

こ

の
一

段
を

歴
史
的
に

ど
の

よ

う
に

位
置
ず
け
る

べ

き
か

、

筆
者

は

今
の

と
こ

ろ

そ
の

解
答
を

持
ち
合
せ

て

い

な
い

。

た
だ

少

な

く

と

も、

こ

れ

も
ま
た

南

宋
に

お

け
る

観
音
信
仰
の

盛
行
の

思
潮
の

中
で

捉

う
べ

き
も
の

と

考
え
て

い

る
。

ち
な
み
に

、

〔

香
山
宝

巻
〕

が

主
張

す

る

観
音
菩
薩
二

月
一

九
日

説
は

相
当
に

流
布
し

て

お
り、

〔

月
令
採
奇
〕

巻
一
、

〔

日

渉
編
〕

巻
二

、

〔

古
今
類
伝
〕

巻
一

、

〔

月
令
粋
編
〕

巻
五

、

〔

月
日

紀
古
〕

巻
二

下．
〔

清
嘉
録
〕

巻
二、

〔

杭
俗
遺
風
〕

〔

熙
朝
楽
事
〕

な

ど
の

明

清
代
成
立
の

歳
時
記
に

お

い

て

も
記
録
さ
れ
て

い

る

（

拙
稿

「

中
国
仏

教
と

民
衆
H
」

駒
大
仏
教
紀
要
四

三
）

。

そ

れ
ら
の

中
で

も
、

二

二

七
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南
宋
に
お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

　
　
清
の

〔

杭
俗
遣
風
〕

は
、

「

天

竺
香
市
」

と

し
て

、

　
　
　
二

月
十

九
日
は

観
音
の

聖
誕
な

り
。

大
士

、

最
も
霊
験
を
著
す

。

凡

　
　
　
そ

祈
晴
蘚
雨
す
る
に

感
応
せ
ざ

る
な
し

。

小

児
と

雖
も

、

亦
た

知
り

　
　
　
て

敬
奉
す

。

十

八
日、

文
武
百

官
、

撫
台
よ
り

以
下、

親
し
く

往
い

　
　
　
て

拈
香
す

、

云
々

。

　
　
と、

参
詣
の

人
の

多
き
こ

と

を

記
す。

そ
れ
以

前
、

明
の

〔

熙

朝
楽

　
　
事
〕

も
ほ

ぼ

同
じ
い

。

　
　
　
ま

た

臨
安
に

お

け
る

民
間
信
仰
の

一

つ

と

し
て
、

元
代
成
立
の

資
料

　
　
な
が
ら

浄
慈
寺
の

羅
漢
信
仰
も

挙
げ
て

お

き
た
い
。

す
な

わ
ち

〔

銭
塘

　
　
遺
事
〕

巻
一

に

は
、

南
宋
代
の

こ

と
と

し
て
、

　
　
　
浄
慈
寺
は

、

乃
ち

祖
宗
の

功

徳
院

な

り
。

側

に

五

百

羅
漢
有
り

。

　
　
　
（

中
略
）

其
の

第
四
百
四

十
二

位
の

阿

湿
毘
尊
者
は

、

独
り
一

龕
を

　
　
　
設
け

、

用
う

る

に

黄
の

羅
模
を

も
っ

て

す
。

旁
に

籖
筒
を

置
く。

其

　
　
　
の

羅
漢
像
は
、

則
ち
偃
蹇
便
腹
に

し

て
、

斜
め

に

人
を
目

覬
し

て

笑

　
　
　
う

。

臨
安
の

婦
人
の

、

嗣

を
祈
る

者
、

必

ず
此

に

詣
で

粧
香
黙
疇

　
　
　
す

。

手
を

以
て

其
の

腹
を

摩
し
て

云

く
、

感
応
有
れ

、

と
。

積
日、

　
　
　
既
に

久
し

。

群
手、

泥
粉
の

上
に

加
う

れ
ば

、

其

の

腹
、

黒

く

光

　
　
　
る

。

鑑
る

べ

し
、

邪
説
の

民
を
誣
く
こ

と

此
の

如
き
か
、

云
々

。

　
　
と

伝
え
る

。

邪
説
と
は

さ

れ
て

も
、

や
は

り

人
々

は

信
じ

た

の

で

あ

　
　
る

。

こ

れ

ら
の

問

題
に

つ

い

て

は

後
日
を

期
し

た

い
。

（

8
）

　
沢
田

瑞
穂
〔

申
国
の

呪
法
〕

は
、

　
　
　
旱
天
に

雨
を

祈
り
旱
魃
鬼
を

捜
し

出
し

て

退
治
す
る

習
俗
は

無
数
に

　
　
　
あ
る

が
、

そ
の

逆
の

霖
雨
に

晴
天
を

祈
る

習
俗
は

例
が

乏
し
い

。

た

　
　
　
だ
道
士

や

僧
が

命
ぜ
ら

れ
て

壇
を

築
き
晴
を

祈
っ

た
と
い

う
よ
う

な

　
　
　
例
な
ら

ば
あ
る

が
、

こ

れ

と
て

雨
が

降
り
続
い

た

後
に

や

む
な
く

祈

二

二

八

　
　
　
る

の

で
、

雨
が

止
ん

だ

か
ら

と
い

っ

て

も
そ
れ
は

止
む

時
期
が
き
た

　
　
　
だ

け
の

こ

と
で
、

そ
の

道
士

や

僧
の

祈
疇
の

功
と

も
い

え
ま
い

。

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
（

同
書、

憎

誌
ω

O
）

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
ヘ
　

　へ

　
　
と

述
べ

る
。

確
か

に

習
俗
と
い

う

観
点
か

ら

す
れ
ぽ、

例
は

少
な
い

か

　
　
も
し

れ
な
い

し
、

事
実
か

ら

す
れ
ば
「

止
む

時
期
が

き
た

だ

け

の

こ

　
　
と

」

な
の

だ

が
、

当
事
者
に

と
っ

て

は

や

は

り
真
剣
な

行
事
だ
っ

た

は

　
　
ず
で

あ
る

。

（

9
）

　
こ

こ

で

は

中
心
と
な
る

法
恵
寺

、

明

慶
寺
を
と

り

あ
げ

た

が、

〔

釈

　
　
氏

稽
古
略
〕

巻
四、

北
宋
威
平
三

年
（

一

〇
〇
〇
）

の

条
は

、

大
旱
に

　
　
際
し

て

杭
州
の

知
で

あ
る

張
去

華
が

臣
僚
と

と
も
に

上

天
竺
寺
の

観
音

　
　
像
を

梵
天
寺
に

迎
請
し

た

旨
を
示
し

て

い

る

（

一

『°
ら
Ol

◎o
 
b⊃
げ

）

。

仁

　
　
和
県
に

あ
っ

た

梵
天
寺
に

つ

い

て

は
、

〔

威
淳
臨
安
志
〕

巻
七
六、

〔

勅

　
　
修
浙
江
通
志
〕

巻
二

二

七

に

記
事
が

あ
る

。

（

10
）

　
〔

勅
修
百

丈
清
規
〕

巻
一

「

祈
薦
」

は
、

　
　
　
凡
そ

祈
疇
有
ら
ば、

須
ら

く

如
法
に

壇
場
を

厳
治
し

て
、

鋪
陳
供
養
す

　
　
　
べ

し
。

住
持
は

心
を

専
ら
に

し

謹
を

加
ふ

。

僧
衆
は

各
務
整
粛
に

、

知

　
　
　

事
は

内
外
提
督
し

て
、

応
に

大
小
寮
舎
を

巡
警
し

斎
潔
に

す
べ

し
。

或

　
　
　
は

官
員
有
り
て

拈
香
せ

ば
、

恭
勤
に

迎
送
せ

よ
。

期
に

預
ち
て

庫
司
住

　
　
　

持
に

禀
覆
し

、

先
づ

意
旨
を

付
し
て

維
那
和
会
す

。

堂
司
の

行
者、

衆

　
　
　
に

報
じ
て

祈
禧
の

牌
を

掛
ぐ

。

斎
粥
の

二

時
、

鐘
を
鳴
ら
し

衆
を
集

　
　
　
め

て

諷
経
す

。

或
は

蔵
経
を
看
じ

、

或
は

四

大
部
の

経
を、

或
は

三

　
　
　
日
・

五

日
・

七

日
時
に

随
て

行
う
。

如
し

晴
を
祈
り

雨
を
祈
ら
ば、

　
　
　

則
ち

僧
十

員
廿
員

、

或
は

三

五

十
員
を

輪
し

て

分
ち

て

幾
引
と
作
し
、

　
　

接
続
諷
誦
す

。

毎
引
大
悲
呪
消
災
呪
大
雲
呪
を

諷
す
る

こ

と

各
お
の

　
　
　

三

七

遍
、

之
を
不
断

輪
と
謂
う

。

終
日

誠
誦
す
れ
ば
、

必
ず

感
応
を
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期
し

て、

方
に

満
散
懺
謝
す
べ

し
。

其
の

疏
意
各
お

の

后
に

列
す

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一

門゜

命
−

μ

H
μ

 

餌

）

　
　
と

そ
の

次
第
を
述
べ

る
。

右
を

そ
の

ま

ま

南
宋
の

も
の

と

は
で

き
な
い

　
　
ま
で

も、

大
綱
と
し

て

は
、

あ
ま
り

変
化
は

な
か

っ

た
の

で

は

な

い

　
　
か

。

な
お

〔

勅
修
清
規
〕

は

右
に

続
け
て

、

祈
晴

、

祈
雨

、

祈
雪、

遣

　
　
蝗

、

日

蝕
、

月

蝕
に

際
し
て

の

疏
文
を

付
す

。

（

11
）

　
〔

宋
史
〕

巻
一

〇
二

は

次
の

よ

う
に

記

す
。

　
　

　
威
平
二

年
、

旱

り
、

有
司
に

詔
し

て

雷
師、

雨
師
を

祠
る

。

内
に

李

　
　

　
墓
の

祈
雨
法
を

出

す
。

甲
乙

の

日
を

以
て
、

東
方
の

地
を

択
び
て

壇

　
　

　
を

作
り

、

土
を

取
り

て

青
竜
を

造
る

。

長
吏

、

斎
す

る

こ

と

三

日

　
　

　
し

、

竜
の

所
に

詣
る

。

流
水
を

汲

み、

香
案、

茗
果

、

餐
餌

を

設

　
　

　
く

。

群
吏
を
率

き
、

郷
老
と

と
も
に

、

日

に

再
び

至
り
て

祝
醋
す

。

　
　

　
音
楽、

巫

覡
を

用
い

る

を

得
ざ
れ

。

雨
足
れ
ば、

竜

を

水
中

に

送

　
　

　
る。

余
の

四

方
も

皆
な
之
の

如
し

。

飾
る

に

方
色

を

以

て

す
。

大

　
　

　
凡、

日

干
き

、

壇
を

建
つ

る

に

及
べ

ば
、

土

を
取
る

の

里

数、

器
の

　
　

　
大
小、

及
び

竜
の

修
広

、

皆

な
五

行
を

以
て

成
数
す

。

詔
し

て

諸

路

　
　

　
に

頒
つ

。

　
　

　
景
徳
三

年
五

月
、

早
り

、

又
、

画
竜
祈
雨
法
を
以
て

、

有
司
に

付
し

　
　

　
て

刊

行
せ

し

む
。

其
の

法
、

潭
洞

、

或
い

は

湫
澡、

林
木
深
遠
の

所

　
　

　
を

択
び

、

庚
辛
壬

癸
の

日
を

以
て

す
。

刺
史、

守
令

、

耆
老
を
帥
め

　
　

　
て

潔
斎
せ

し
め
、

先
ず
酒
脯
を
以
て

社
に

告
げ、

方
壇
三

級
の

高
さ

　
　

　
二

尺
、

闊
さ
一

丈
三

尺
な
る

を
築
き
訖
ら
し

む
。

壇
の

外
二

十
歩

、

　
　

　
界
は

白

縄
を

以
て

す
。

壇
上
に

竹
枝
を

植
え

、

画

竜
を

張
る

。

其
の

　
　

　
図
は

繰
素
を
以
て

す
。

上
に

黒
魚
の

左
を

顧
る
を

画
き、

環
は

天

憩

　
　

　
十
星
を

以
て

す
。

中
は

白
竜
の

雲
の

黒
色

な
る
を

吐
く
を

為
り、

下

　

南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側

面
（

永
井
）

　

　
　
は

水
波
を

画
く

。

亀
の

左
を

顧
る

有
り、

黒
気
の

綫
の

如

き

を

吐

　

　
　
く

。

金
銀
朱
丹
を

和
し

て

竜
の

形
に

飾
り

、

又、

皀

幡
を

設
く

。

鵝

　

　
　
の

頸
を

刎
り
て

血

を
槃
中
に

置
く

。

楊
の

枝
も
て

竜

の

上

に

洒
水

　

　
　
し、

雨
を

俟
つ

こ

と
三

日

に

て

足

る
。

祭
る

に

は
一

猿
を

以
て

し
、

　

　
　
画

竜
を

取
り

て

水
中
に

投
ぐ

。

　

　
さ
ら
に

熙
寧
一

〇
年
（

一

〇
七

七
）

の

条
で

は
、

　

　
　
十

年
四
月、

夏
旱
る

を

以
て
、

内
に

蜥
蜴
祈
雨
法
を

出
す

。

蜥
蜴
数

　

　
　
十

を
捕
え

、

甕
中
に

納
め

、

之
を

漬
す
に

雑
木
の

葉
を
以
て

す
。

童

　

　
　
男
の

十
三

歳
よ

り

下
、

十

歳
よ

り
上
の

者、

二

十
八

人
を

択
び

、

両

　

　
　
番
に

分
つ
。

青
衣

を
衣、

青
を
以
て

面
及
び

手
足
を

飾
る

。

人
、

柳

　

　
　
の

枝
を

持
ち

水
に

霑
し

て

散
酒
し、

昼
夜

、

環
繞
す

。

呪
を
誦
し

て

　

　
　
曰

く
、

「

蜥
蜴
蜥
蜴

、

興
雲
吐

霧
、

雨
令
滂
沱

、

令
汝
帰
去
」

。

雨
足

　

　
　
る

。

（

12
）

　
前
掲
拙
稿
で

も
論
じ
た

と
お

り、

宋
代

、

寺
院
も
原
則
と

し
て

は

課

　

　
税
の

対
象
だ
っ

た
。

免
税
さ

れ
る

の

は、

あ

く
ま
で

特

別
な
例
な

の

で

　

　
あ
る

。

（

13
）

　

免
税
に

つ

い

て

は

前
掲
拙
稿
を

参
照
さ
れ
た

い
。

ま

た

高
雄
氏
・

前

　

　
掲
書
が
言

う
ご

と

く
、

嘉
定
初
年
の

度
牒
は
一

道
一

二

〇
〇
貫
に

価
し

　

　
た
と
い

う

（

同
書

、

剛゜

ミ
）

。

夙
に

も
指
摘
し

た

が、

衣
川
強
「

官
僚

　

　
と

俸
給

i
宋
代
の

俸
給
に

つ

い

て

続
考

1
」

（

〔

東
方
学
報
〕

京
都

　

　
四

二
）

の

成
果
に

よ

れ
ば

、

南
宋
の

米
価
は

寧
宗
代

ま

で

は

一

升
一

　

　
五

〜
六

銭
を
中
心
に

、

一

二

〜
三

銭
か

ら
二

四

〜
五
銭
の

間
を
上

下
し

　

　
た
が
、

理
宗
代
に

な
る
と

五

〇
銭
を
超

え
る
ほ

ど
で

あ
っ

た
と
い

う
。

　

　
仮
に

今
、

一

升
一

五

銭
と

み

れ
ば、
一

貫
は
一

〇
〇
〇
銭
で

あ
る
か

ら、

　

　
一

、

二

〇
〇
×

一
、

○
○
○
÷

一

五

11
八

〇、

○
○
○
（

升
）

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
二

二

九
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南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面
（

永
井
）

　
　
と
な

る
。

八

〇
〇
石
で

あ
る

。

前
掲
拙
稿
の

ご

と

く
一

畝
の

収
量
二

石

　
　
と
み

れ
ば、

そ
れ
は

四
〇

〇
畝
の

田

地
の

収
量
と

な
る

。

従
っ

て
、

一

　
　

〇
道
の

度

牒
は

八

〇
〇
〇
畝
の

田
地
を

賜
っ

た

の

に

等
し
い

こ

と
に

な

　
　
ろ
う

。

（

14
）

　
高
雄
義
堅
「

宋
代
の

僧
官
制
度
」

（

前
掲

書
所
収
）

参
照

。

（

15
）

　
前
掲
拙
稿

。

（

16
）

　
〔

大
宋
僧
史
略
〕

巻
中
は

次
の

よ

う
に

伝
え
る

。

　
　

　
生
日

を

節
の

名
と

為
す
は

唐
の

玄
宗
よ

り

始
ま
れ

り
。

魏
の

太
武

帝

　
　

　
の

始
光
二

年
に

道
場
を
立
て、

神
軆
四
年
に

至

つ

て

州

鎮
に

勅
し

て

　
　

　
悉
く
道
場
を

立
て
、

帝
の

生
日
を

慶
う

。

始
光
中
は

是
れ

帝
が

自
ら

　
　

　
崇
福
す
る

の

始
め

な
り。

神
麝
中
は

是
れ

臣
下
が

帝
寿
を

奉
祝

す
る

　
　

　
の

始
め

な
り
。

爾
れ
よ

り
以

来、

臣
下
の

吉
祝
に

は
、

必
ら
ず
斎
を

　
　

　
営
な
み

経
を

転
す。

こ

れ
を

生
辰
節
道
場
と

謂
い

、

今
に

お

い

て

も

　
　

　
盛
行
す

。

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
（

→

』
虧

ー
N

ミ
o
）

　
　

〔

国

訳
一

切
経
〕

に

収
録
さ

れ
る

同
書
の

注
に

よ

れ

ば、

〔

旧

唐
書
〕

　
　

巻
八、

玄
宗
紀
開
元
一

七
年
の

条
に

「

毎
年
八
月

五
日
を

以
て

千

秋
節

　
　

と

為
す
」

と
あ
る

と

い

う
。

（

17
）

　
禅
宗
の

側
か

ら
み
れ

ば
、

聖

節
は

当

然
上

堂
へ

と
連
勁
す
る

が
、

例

　
　

え
ば

〔

宋
会
要
〕

道

釈
二

の

伝
え
る
と
こ

ろ
で

は
、

訳
経

処
伝
法
院
は

　
　

そ
の

機
構
が
整
備
さ
れ

た
太

平
興
国
七

年
（

九
八

二
）

一

二

月
以

後
、

　
　

　
是
れ
よ

り

毎
歳、

再
三

、

新
経
を
献

ず
。

後、

誕
聖

節
と
五

月
一

日

　
　

　
ご

と
に

、

即
ち

経
を

献
ず

。

皆
な
坐
を

召
し
て

緡
帛
を

賜
い

、

其
の

　
　

　
経
を
以
て

蔵
に

付
す

。

　
　
こ

と

が
恒
例
化
し

た
と
い

う。

つ

ま
り
そ
れ

ぞ
れ
の

立
場
か

ら
の

祝
い

二

三

〇

　
　
が
あ
っ

た
の

で

あ
る

。

（

18
）

　
〔

大
宋
僧
史
略
〕

巻
下
は
次
の

よ

う
に

言
う

。

　
　
　
昔、

漢
の

祖
は

盧
綰
と

同
日
に

生
ま
る

。

酒
饌
を
奉
じ

相
い

遺
る
こ

　
　
　
と

有
り

。

此
れ

生
を

慶
ぶ

の

権
輿
と

為
す

。

後
に

は

則
ち

束
畠

、

壷

　
　
　
酒

、

孫
児

、

服

玩
も
て

祝
賀
を

加
う。

大

な

れ

ぽ

則
ち
玉

帛
、

長

　
　
　
生

、

久
視
の

意
を

物
品
に

属
し

、

以
て

生
を

慶
ぶ

の

豊
礼
と

為
す

。

　
　
　
仏
法
の

中
に
、

碑
災、

延
命
の

説

有
る

と

聞
く
に

及
び
て

は
、

則
ち

　
　
　
仏
事
を

以
て

慶
と
為
せ

り
。

元

魏
、

後
周
、

隋
の

世
に

は
、

多
く

名

　
　
　
行、

広
学
の

僧
を
召
し

、

儒
道
と

対
論
せ

し

め
、

王

道
を

悦
祝
す
る

　
　
　
こ

と
は、

ま
た

生
を

慶
ぶ

の

美
事
な

り
。

唐
の

高
宗
は

賈
公

彦
を

御

　
　
　
前
に

召
し
て

道
士、

沙
門
と

経
義
を

講
説
せ

し

む
。

徳
宗
は

誕
日
に

　
　
　
麟
徳
殿
に

御
し

、

許
孟
容
等
に

命
じ
て

座
に

登
り

、

釈
老
の

徒
と
講

　
　
　
論
せ

し

む
。

貞
元
十
二

年
四
月

誕
日、

麟

徳
殿
に

御
し

、

給
事
中
徐

　
　
　
岱

、

兵
部
郎
中
趙
需

、

及
び
許

孟
容、

韋
渠
牟
に

詔
し

、

道
士

葛
参

　
　
　
成

、

沙
門
談
筵
等
二

十
人
と
三

教
を

講
論
せ

し

む
る
に

、

渠
牟
最
も

　
　
　
弁
給

な
り

。

文
宗
は

九
月
誕
日

に

白

居
易
を
召
し

、

僧
惟
澄、

道
士

　
　
　
趙
常
盈
と

麟
徳
殿
に

於
て

談
論
す

。

居
易
の

論
難
は

鋒
の

ご

と

く

起

　
　
　
り

、

辞
弁
は

泉
の

ご

と

く

注
ぐ

。

上、

宿
構
か
と

疑
い

深
く

嗟
い

て

　
　
　
こ

れ

を
揖
す

。

荘
宗
の

代
に

僧
録
慧
江
有
り

、

道
門
の

程
紫
霄
と
談

　
　
　
論
し

、

互
に

相
い

切
磋
し、

嘲
浪
嘲
戯
し

、

以
て

帝
を

悦
ば
し

む
。

　
　
　
荘
宗

自
ら
は

吟
唱
を

好
み、

軍
中
に

行
営
す
る

と

雖
も

、

亦
た

法
師

　
　
　
を

携
え
て

談
讃
し、

或
は

時
に

嘲
挫
す

。

誕
辰
と

な
る

毎
に

僧
に

飯

　
　
　
し
、

則
ち
内
殿
に

義
を
論
じ

、

宗
を

明
ら
か

に

す
。

石

晋
の

時
、

僧

　
　
　
録
の

雲
弁
は

多
く
誕

月
に

談
讃
し

、

皇
帝

親
し

く
坐
し

、

累
対

論
義

　
　
　
す

。

大
宋
太
祖
の

朝
に

至

り、

天
下
の

務
繁
く
し

て

乃
ち

斯
の

務
を
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（

19
）

罷
め

、

た
だ

僧
講
を
重
ん

じ
、

三

学
を
上
と

為
す。

此
れ

無
乃

太
だ

厚
重
に

し

て

貞
実
な
る

か
。

　

〈
附

内

　
　

斎
〉

皇
帝
誕
日
に

は

詔
し

て

高
徳
の

僧
を

選
び

、

内
殿
に

入
れ

食
を

賜
い

厚
襯
を

加
う。

文
を

尋
ぬ

る

に
、

後
魏
の

間
よ

り
起
り

、

多
く
は

上

達
を

延
い

て

用
つ

て

福
寿
を

傲

む
な

り
。

唐
は

代
宗
よ

り
内
道
場
を

置
き

、

毎
年
降
聖
の

節
に

は

名

僧
を
召
し

入
れ

飯
襯
す

。

こ

れ

を
内

斎
と

謂
う
。

文
宗
の

大
和
七

年
十
月
に

及

び、

慶
成
節
と
改
め

、

勅

し

て

僧
道
の

内
斎
を

停
む

。

武

宗
の

初
年
に

至

り
、

重
ね
て

内
道
場

を
置
き

、

并
せ

て

内

斎
を

設
け

、

僧
道
は

寿
を

献
ず

。

会
昌
四

年
六

月、

内
斎
及
び

内
長
生
道
場
を

停
む

。

宣
宗
の

即

位
元
年
六

月
二

十

二

日
、

勅
し

て

ま
た

内
斎
を

置
き、

僧
道
の

寿
を
献

ず
る
こ

と
を

許

す
。

梁
祖
は
開
平
三

年
大
明
節
の

日

に
、

帝
は

文
明
殿
に

御
し

て

僧

斎
を

設
け

、

宰
臣、

翰
林
学
士

こ

れ
に

預

る
。

我
が

大
宋
皇
帝
の

誕

節
に

は
、

両

街
の

僧
録

、

道
録、

首
座、

并
び
に

公
薦
の

両
街
分
僧

に、

紫
衣
師

号
を
賜
い

、

了
り
て

便
ち

同
じ
く
斎
を

賜
う

。

又
聞
く

な

ら
く

、

晋
、

漢
、

周
帝
の

生

日
に

は

百

僧
を

設
く
と

。

後
、

量

減

し

て

数
人
た

ら
し
む
る

の

み
。

　
　
　
　
　
　
　
（
」

門゜
 
虧

Ib
Ω

凸

Q◎

げ
）

秘
書
省
の

機
能
に
つ

い

て

は
、

〔

要
録
〕

巻
一

五

〇、

紹
興
一

三

年

（

一
一

四
三
）

一

〇
月
の

条
に、

秘
書
丞
厳

抑
言
く、

本
省
は、

祖
宗
の

国
史、

歴

代
の

図
籍

を

蔵

す
。

旧
と

右
文
殿

秘
閣
の

后
に

有
り。

渠
及
び
三

館
四

庫、

渡
江
し

て

よ
り

後
、

権
に

法
慧
寺
に

寓
す。

居
民
と

相
い

接
し、

深
く
風
火

の

虞
れ

な
き
を

慮
い

、

重
建
す
る

を

欲

望
す

。

仰、

右
の

文
の

意
を

副

す
。

是
に

於
て

、

省
を

天

井
巷
の

東
に

建
つ

。

南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
｝

側
面
（

永
井
）

　
　
と

あ
る

。

（

20
）

　
小
論
の

主
旨
と
は

異
な
る

が、

〔

古
今
類
伝
〕

巻
三

や

〔

月
日

紀
古
〕

　
　
巻
七

下
は

、

〔

夷
堅
志
〕

の

記
事
を

転
載
し

て

次
の

よ

う
に

言
う。

　
　

　
六
六

に

珠
を
還
す

。

夷
堅

志
。

紹
興
五

年
夏

、

大
い

に

早

る
。

朝

　
　

　
廷

、

偏

く
山
川
に

薦
る
も

祠

廟
応
ぜ

ず
。

臨
安
の

守
を

遺
わ

し
て

上

　
　

　
天
竺
に

往
か

し

め
、

観
世
音
を

迎
え、

法
恵
寺
に

道
場
を

建
つ

。

三

　
　

　
七

日

備
う

る
も

、

又
応
ぜ

ず
。

時
に

六

月
も

半
ば
を

過
ぐ

。

苦
行
の

　
　

　
頭
潘
法

慧
な
る

者
、

仏
に

黙
疇
し、

乞
い

て

右
目
を
焚
い

て

以
て

施

　
　

　
す

。

即
ち

鉄
弾
を
取
り
て

諸
の

火

鍜
に

投
じ

、

通
紅
な

ら
し
め

て

眼

　
　

　
中
に

置
き、

其
の

上
に

て

然
香
す

。

香
餤、

纔
か

に

起

る

や
、

行

　
　

　
雲、

空
に

満
ち、

大
雨

傾
注
し、

闔
境
霑
い

足
る、

云

々
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

古
今
類
伝
3

〕

　
　
こ

こ

で

は
、

観
音
の

信
仰
も
祈
雨
に

役
立

た
な
か

っ

た
旨
を

記
し

、

結

　
　

果
と
し

て

は
法
慧
は

再
び

眼
を

取
り

戻
す
と
い

う
の

が、

〔

夷
堅
志
〕

の

　
　

立

場
と

な

る
。

と

も
あ
れ

、

こ

こ

で

は

上

天
竺

寺
の

観
音
が

法
恵

寺
に

　
　

迎
え
ら
れ

た
こ

と
の

傍
証
と

の

み

扱
っ

て

お

こ

う
。

（

21
）

　
筆
者
は

、

〔

西
湖

遊
覧
志
〕

付
載
の

臨
安
の

「

京
城
図
」

の

複
写
を、

　
　

石
井
修
道
氏
よ

り
御
提
供
を

受
け
た。

原
本
は

京
大
人
文
研
所
蔵
に

な

　
　

る
そ
れ
で

あ
る

。

周
知
の

よ
う
に

、

〔

宋
元
地
方

志
叢
書
〕

所
収
の

〔

威

　
　

淳
臨
安
志
〕

は

巻

頭
に

「

同
治
六
年
補
刊
」

と

し
て
、

や

は

り
南
宋
の

　
　

「

京
城
図
」

等
を
付
載
し
て

い

る
。

た
だ、

こ

れ

ら
は

、

い

ず
れ

も
判

　
　

読
し

難
い

部
分
が

遺
る

。

か

え
っ

て
、

賀
業
鉅
〔

中
国
古
代
城
市
規
劃

　
　

史
論
叢
〕

（

中

国
建
築
工

業
出
版
社、

一

九
八
六

年
）

に

付
載
さ

れ

る

　
　

「

南

宋
行
都
臨

安
城
市
規
劃
概
貌
図
」

の

方
が

従
来
の

行
績
を
ふ

ま

え

　
　

て

の

労
作
で

も

あ
り、

簡
明
な
場
合
が

少
な
く

な
い

し、

現
在
の

杭
州

二

＝

＝
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南
宋
に

お

け
る

仏
教
信
仰
の
一

側
面

（

永
井
）

　
　
市
と
の

位
置
関
係
も
明
ら
か
と

な
る

。

今、

参
考
の

た

め

こ

の

小
論
の

　
　
末
尾
に

付
載
し

て

お

く
。

た
だ
し

明

慶
寺
と

秘
書
省
の

位
置
を

記
し

た

　
　
の

は

筆
者
の

責
任
に

よ

る
。

（

22
）

　
風
師
（

風

伯
）

に

つ

い

て

は
、

窪
徳
忠
〔

道
教
の

神
々
〕

℃

』
膳
ω

に

　
　
詳
し

い
。

（

23
）

　
〔

宋
史
〕

巻
一

〇
五、

礼
六
は、

風
伯
や

雨
師
を
祀
る

方
法
を

伝

え

　
　
る

。

そ
れ
に

よ

れ

ば
、

風

師
は

西

方
の

地
よ

り

兆
し

、

祀
る

の

は

立
春

　
　
後
の

丑
の

日

た
る

ぺ

き
で

あ
る
と
い

う
。

さ

ら
に

築
く
べ

き
壇
の

サ

イ

　
　
ズ

に

ま
で

言

及
し
て

い

る
。

（

24
）

　
寺
観
は

ま

た

軍
の

駐
屯

、

戦

争
避
難
民
の

収
容
所
な
ど
に

も

利
用
さ

　
　
れ
て

い

る
。

〔

要
録
〕

八
、

建
炎
三

年

九
月

の

条
、

同
三
一
、

同
四
年

　
　
正

月
の

条
な
ど

参
照

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

亠

ハ

＝一
・

三

・
→
二

一
）

二

三

二
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